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豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究；補遺１
－保育者・古市静子の立ち位置－
前 村 晃
A Study on TOYODA Fuyu and Beginnings of Kindergarten in Japan; Supplement 1
Akira MAEMURA
要 旨
古市静子は、明治１２年（１８７９）秋、東京女子師範学校を病気で退学し、父危篤の知らせで郷里種子
島に帰るが、鹿児島で豊田芙雄の助手を務めるという縁を得たことで幼稚園教育との関わりが生まれ
ている。明治１４年（１８８１）には、豊田を追うように再上京し、私学を開くが、明治１７年（１８８４）には、
かじ こ
矢嶋楫子の勧めで桜井女学校附属幼稚園の受持と校費生の監督を引き受けている。同年、同校ではミ
リケン（Elizabeth P.Milliken）が赴任し、同校附属幼稚園の保育を改善し、保姆養成課程「幼稚保育
科」を開業したので、古市はキリスト教主義保育をも学ぶ好機を得、明治１９年（１８８６）には、同校の
ツルー（Maria T.True）の支援で個人立の私立駒込幼稚園を設立している。ただ、古市は受洗者であ
りながら、幼稚園教育においてなぜキリスト教主義を前面に打ち出さなかったのかという興味深い問
題等があるが古市に関してはこれまで十分な研究はなされていない。その理由としては、当時の東京
府の書類に不備があること、古市の回想録等に保育に関する記述がないこと等があるが本稿では限ら
れた資料からその生涯を照射し、古市の身辺にいた友人・山田千代、幼稚保育科一回生・湯浅初子、
てる
同準一回生・宗方光、矯風会の仲間・海老名リンらの保育活動を俯瞰することで、古市の立ち位置を
浮かび上がらせることを試みている。
１ 古市静子の豊かな人脈
 向学心旺盛な女性
古市静子は、わが国の近代幼児教育史における最初期の功労者、松野クララ、豊田芙雄、近藤濱のよう
な大きな存在ではない。古市は、氏原、大津（橋本）よしぢ、横川楳子、山田千代、湯浅初子、海老名
リンたちと同じく第二期、第三期ともいうべき後続グループに属する保育者である。しかし、こうした人々
を抜きにわが国の幼稚園教育の広がりはあり得なかったのも事実である。しかも、古市は東京女子師範学
校系とキリスト教系の双方の幼児教育を学んだ希有な存在である。したがって、古市及びその周辺の保育
者の活動を探ることは、わが国の初期の幼児教育の展開の一断面を明らかにすることになると考える。
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古市に関する記述は多くはないが『種子島の人』（１）、『うさぎ幼稚園八十周年記念誌』（２）、『不屈の系譜』（３）
などにそれがある。古市は、弘化４年（１８４７）６月４日、種子島の士族・古市庄兵衛を父に種子島熊毛郡
北種村に生まれている。古市家は、種子島藩の由緒ある家柄であったが、静子の幼少期、周辺に女子教育
の必要性を唱える人はなく、機織裁縫など家庭の仕事のみを習ったと語っている。また、１５、６歳の頃、
弟・熊太郎が先生について四書五経を学ぶようになると、静子はそれが羨ましくてならず、家人が寝静ま
ると密かに弟の本を開いて学んだとも述べている（４）。
慶応３年（１８６７）、２０歳になった静子は、学問研鑽の機会を求めて、叔父だけの了解を得、両親には内
緒で大阪行の船に乗り込むが、出港間もなく大暴風に見舞われ、九死に一生を得て北種村の浦田の港に帰
り着いている。大胆とも無謀ともいえるが静子の学問研鑽に対する熱意は並ではなかったのである。しか
し、両親の怒りは大きく静子は数カ月間自宅で謹慎させられている。静子初回の挫折である。
翌春には、両親の怒りもとけて、静子は種子島家の大奥に仕えることになる。勉強の機会も少しはある
かと期待して御殿に上がったが、期待とは裏腹に、多忙極まりない生活のみがあった。その上、静子は眼
病を罹って、明治元年（１８６８）には、御殿を下がっている。古市２回目の挫折である。その後、静子の眼
病は、父と共に長崎の名医を訪ね４カ月間治療を受けることで完治する。眼病治療に伴い、静子にとって
幸いだったのは、鹿児島藩の前田正名の知遇を得る機会があったことである。前田は、後に、新政府の役
人となり、山梨県知事、勅選貴族院議員などを歴任し、男爵の爵位を受けた人物である。鹿児島に帰ると
静子は前田家の子女の家庭教師を依頼されることになる。禍転じて福となしたのである。
明治２年（１８６９）、森有礼は新政府に廃刀令を提案するが、無視されたために官を辞して鹿児島に帰っ
ていたが、静子は前田家に居たことで森と出会う機会を得ている。当時、森は鹿児島で英語を教えていた
が、女子にも英語を教えることになり、静子も森の女子塾生の一人となっている。
明治３年（１８７０）になると、太政官の命で再び森は上京することになり、鹿児島の英語塾は僅か１年余
で閉鎖されている。ただ、男尊女卑の風潮の強かった鹿児島の地に、森有礼は早々に近代女子教育の小さ
な一粒の種を蒔き、古市もその恩恵を受けることができたのである。
その後も、静子の向学心は益々盛んになり、明治６年（１８７３）１１月末、今回は周囲の了解を得て、友人・
本田つねと共に上京することになる。二人はまず「春日丸」に乗船して大阪に行き、そこから小田原まで
は徒歩の旅を続け、途中盗難にあったりしている。小田原から品川までは汽車に乗り、東京に着くと、本
田は浅草の親戚の家へ、静子は森邸へと向かう。静子は森有礼邸に住むことになるのである。ちょうどそ
の頃、米国人ホイチニーなる人物が、森の屋敷内で女学校校舎建築に着手しており、静子はその完成を心
待ちするが事情あって中止となったため、森の紹介で築地米国公使館のキャプテン・パソツルにしばらく
英語を学んでいる。
明治１０年（１８７７）春、静子は３０歳で東京女子師範学校に入学するが、寮では荻野吟子と同室であった。
森有礼は、明治８年（１８７５）２月６日、福沢諭吉を証人に旧旗本の娘・広瀬常と「契約結婚」をし、世間
を驚かせているが、静子には、敬慕する森に捨てられたような悲哀感でもあったのか、吟子に胸の内を語
ると、吟子は怒って一人で森のところへ直談判に行き、静子の当座の学費の保証を取り付けたというエピ
ソードが残っている。
静子は、学校から月４円支給されており、小遣いには不自由しなかったと書いているので、吟子の行為
も実際のところは不明であるが、森の母親が静子の性格を気に入っていて、森に静子と結婚するよう勧め
ていたが、森は生返事をするばかりであったという「伝聞」あたりが真相に近いのかもしれない。森は、
明治６年（１８７３）７月、米国から帰国し、明治７年（１８７４）正月には、開拓使主催の宴会で開拓使仮学校
女学校の美人生徒・広瀬常を見初めており、それ以後は、常以外は眼中にないという状態になっているの
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である。
静子が、女子師範を退学後、父危篤のため、種子島に帰るに際しても森が旅費の援助をしており、静子
の回想録などを読む限り、森は恩師であり、恩人であり、生涯尊敬し続ける対象であったようである。
 古市静子の人的ネットワーク
古市静子の人生は全体を通してまさに「禍福は糾える縄の如し」といった印象がある。静子には、若い
時からさまざまな試練が降りかかってくるが、静子にとって幸いだったのは、常に良き先輩、良き友人、
良き後輩に恵まれていたということである。
表１ 古市静子の関係者たち
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古市静子は、種子島生まれの勉強好きな一少女であったが、新しい時代を意欲的に生き抜こうとし、度々
襲う嵐のような試練を乗り越えながら、新時代の一女性として自立した生涯を生き切っている。試練多き
人生であるが、静子の周辺には、常に新時代を代表するようなリーダーあるいは仲間がいて彼女の人生を
支援しているのも特徴的である。
古市が、その生涯において知己を得たり、交流を深めた人物としては、山梨県知事、貴族院議員となっ
た前田正名、明治初年から教育行政分野で活躍した初代文部大臣の森有礼、東京女子師範学校教員で日本
人幼稚園保姆第一号の豊田芙雄、キリスト教界の有数の指導者・海老名弾正、明治前期の優れた文部官僚
で文部次官となった辻新次、キリスト教に基づく婦人解放運動家で女子教育者・矢嶋楫子、医業試験合格
第一号女性医師・荻野吟子など多士済々である。また、古市の周辺には先駆的な保育者の一群がいるが、
保育者に関しては後に改めて触れることとする。
支援者に恵まれたことには、当然古市の人徳も作用したであろうが、特に、明治１７年（１８８４）の受洗以
後は、古市の人生はキリスト教関係者の後援、支援に支えられている。
 時系列で見る古市静子
以下は古市静子の人生を時系列に示したものである。波乱に満ちた８６年間の生涯であるが、女子教育者
として２年、鹿児島幼稚園時代、桜井女学校附属幼稚園時代を入れて、幼児教育者として３０余年を過ごし
ている。また、人生の５０年ほどは敬虔なクリスチャンとして生き抜いている。
表２ 時系列で見る古市静子の生涯
年 号 古市の動静 関係する動き
天保４年（１８３３） ４月、矢嶋楫子（矢嶋かつ）、肥後国益城郡に誕生。
天保１０年（１８３９） ２月、近藤濱、松前藩江戸藩邸に誕生。
天保１１年（１８４０） ６月、岩村通俊、土佐藩に誕生。
天保１４年（１８４３） １月、関信三、一色町安休寺に誕生。
弘化２年（１８４５） ８月、宗方光、宇土細川藩に誕生。
１０月、豊田芙雄（桑原冬）、水戸に誕生。
弘化４年（１８４７） 古市静子、種子島に誕生。
嘉永２年（１８４９） ３月、海老名リン（日向元）、会津若松に誕生。
嘉永４年（１８５１） ３月、荻野吟子、武蔵国大里郡に誕生。
６月、松本荻江、武蔵国秩父郡に誕生。
嘉永５年（１８５２） フレーベル没。
安政２年（１８５５） ４月、桜井ちか（平野ちか）江戸日本橋に誕生。
安政７年（１８６０） １月、湯浅初子（徳富初子）、肥後国葦北郡水俣
に誕生。
慶応３年（１８６７） 親に無断で種子島を出帆、大暴風で失敗。 大政奉還。
慶応義塾設立。
慶応４年／明治元年
（１８６８）
種子島の大奥に上がる。眼病で大奥を下がる。長
崎で治療。
明治２年（１８６９） 前田正名家の子女の家庭教師をする。鹿児島の森
有礼の塾で英語を学ぶ。
戊辰戦争終わる。
明治５年（１８７２） 学制頒布（幼稚小学アリ）。
太陽暦使用。
徴兵令公布。
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明治６年（１８７３） 上京。森有礼邸に住む。２６歳。 ４月、荻野吟子、埼玉県俵瀬村から上京する。
明治７年（１８７４） 桜井ちか、受洗。
近藤真琴『子育ての巻』刊行。
荻野吟子、甲府の内藤塾で教師となる。
１２月、中村正直、受洗。
明治８年（１８７５） ２月、森有礼、契約結婚。
１１月、東京女子師範学校設立。豊田芙雄、松本荻
江ら教師となる。
京都幼穉遊嬉場設立（１年余りで廃止）。
明治９年（１８７６） １月、桑田親五『幼稚園 巻上』翻訳。
８月、クララ（松野）、横浜港着。
１０月、英女学家塾（櫻井女学校）設立。
１１月、東京女子師範学校附属幼稚園創設。
明治１０年（１８７７） ３月、東京女子師範学校に入学。３０歳。 ２月、西南戦争勃発。
９月、西郷隆盛没。５１歳。
幼稚園数１（国公立１・私立０）。園児数計１５８。
明治１１年（１８７８） 矢嶋、マリア・ツルーに会う。新栄女学校の教師
となる。
４月、関信三『幼稚園創立法』。
東京女子師範学校に保姆練習科設置（翌年３月開業）。
５月、根本正、バラ宣教師より受洗。
１２月、東京女子師範学校保姆見習生修了式。
１２月、見習生、横川楳子、附属幼稚園保姆に採用。
明治１２年（１８７９） 肺病で退学。
１１月、父危篤で種子島に帰る（帰省費は森有礼に
よる）。父の死。
２月、豊田芙雄、鹿児島へ向かう。
３月、保姆練習科入学試験。合格者発表。開業。
４月、鹿児島幼稚園設立。
５月、大阪府立模範幼稚園開園。
６月、仙台区木町通小学校附属幼稚園開園式。
９月、教育令制定。
１１月、矢嶋、築地新栄教会でディビッド・タムソ
ンから受洗。
幼稚園数４（国公立３・私立１）。園児数計２５３。
明治１３年（１８８０） 春、鹿児島に出て豊田の助手をつとめる。３３歳。 ２月、松野クララ、東京女子師範学校附属幼稚園
辞職。
４月、桜井、桜井女学校附属幼稚園設置（前年す
でに試行か）。
５月、大阪愛珠幼稚園設立。
９月、宗方光の弟儀吉、細川家家従として東京詰
め拝命。光も弟一家と上京。
９月、松本万年没。６６歳。
１２月、改正教育令（私立幼稚園の設置廃止に関す
ること含む）。
幼稚園数５（国公立４・私立１）。園児数計４２６。
明治１４年（１８８１） 再上京。豊田と同じ住所地に住む。３４歳。 ６月、矢嶋、ツルーと共に桜井女学校経営を引き
受ける。
７月、桜井、伝道師の夫と渡道。函館師範学校二
等教諭に採用。
７月、東京女子師範学校附属幼稚園規則改正。
１０月、近藤濱、東京女子師範学校附属幼稚園辞職。
１１月、『小学唱歌集 初編』。
幼稚園数７（国公立６・私立１）。園児数計４２６。
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究；補遺１ ２９
明治１５年（１８８２） １月、豊田と同じ住所地に時習黌校を設立。 文部卿示諭（簡易ナル幼稚園モアルベシ）。
１１月、函館師範学校附属小学校内に仮幼稚園。武
藤八千保姆。
幼稚園数７（国公立６・私立１）。園児数計４８４。
明治１６年（１８８３） ５月、近藤濱ら５名で共立幼稚園設立。
幼稚園数１２（国公立５・私立７）。園児数計５５４。
明治１７年（１８８４） 矢嶋楫子のすすめで桜井女学校附属幼稚園に勤
務。３７歳。
病気の再発。伊豆等で療養。
１０月、新富座におけるキリスト教大演説会を聞
く。荻野吟子を誘う。
番町組合教会にて受洗。
この頃からか、種子島の甥の実喜を引き取り育て
る。
２月、文部卿通牒（学齢未満児の小学校入学禁止）。
９月、宗方、弟一家と宇土に帰り着く。
９月、桜井女学校に幼稚保育科設置。ミリケン指
導。１回生に徳富（湯浅）初子、
潮田千勢子（後、矯風会会頭）がいる。
１０月、桜井、函館師範を辞職。
１２月、横川楳子、東京女子師範学校附属幼稚園辞職。
幼稚園数１７（国公立１０・私立７）。園児数計１１１６。
明治１８年（１８８５） １月、宗方、保姆資格取得のため再上京。桜井女
学校幼稚保育科に春入学か。４１歳。ミス・ポート
ル支援の金沢・英和幼稚園の保姆となる吉田鉞２
回生。
島澤雅子（古市の幼稚園継承者）、山形に誕生。
８月、飯島半十郎著『幼稚園初歩』。
１２月、森有礼、初代文部大臣となる。
幼稚園数３０（国公立２２・私立８）。園児数計１８９３。
明治１９年（１８８６） １１月、マリア・ツルーの後援で駒込幼稚園（うさ
ぎ幼稚園）設立。
海老名弾正の指導を受け始める。３９歳。
２月、豊田、東京高等女学校教師となる。幼稚園
との直接の関係なくなる。
函館師範学校附属小学校内仮設幼稚園閉鎖。
山田千代（東京女子師範学校保姆練習科卒）、小
石川幼稚園を設立。
４月、男女の師範学校統合する。
宗方、熊本県初の宇土幼稚園を設立。４２歳。
１２月、東京婦人矯風会結成。禁酒、廃娼運動等と
取り組む。矢嶋楫子会頭。
幼稚園数３８（国公立２７・私立１１）。園児数計２５８５。
明治２０年（１８８７） 東京婦人矯風会の会員として活動。
荻野吟子と講義所の集会にコンスタントに出席す
る。
１月、宗方を保姆とする熊本幼稚園設置認可（７
月、開園式）。
５月、湯浅初子（幼稚保育科１回生）榎坂幼稚園
を設立。
私立函館小学校内に函館幼稚園併設（園長元函館
師範学校長素木岫雲。保姆武藤八千）。
１１月、豊田、イタリア全権公使徳川篤敬の聡子夫
人のお相手役として渡航する。
幼稚園数６７（国公立５３・私立１４）。園児数計４１４７。
明治２１年（１８８８） ３月３日、海老名リン、東京霊南坂教会で網島佳
吉より洗礼。
東京府教育会附属保姆講習所を近藤濱園長の芝麻
布共立幼稚園内に設立。
１２月、熊本で碩台幼稚園開園。保姆に人見米がいる。
幼稚園数９１（国公立７３・私立１８）。園児数計６３３７。
明治２２年（１８８９） ２月、森有礼刺殺にショックを受ける。 １月、近藤幼稚園保姆練習所設立願提出。
２月、憲法発布。
２月、森有礼刺殺さる。
幼稚園数１１２（国公立８６・私立２６）。園児数計７３６０。
前 村 晃３０
明治２３年（１８９０） 矯風会風俗部仮事務所を本郷湯島六丁目六番地古
市静宅に置く。
６月、駒込幼稚園焼失のため、麟祥院内に移転し
て沖静幼稚園と改名。
１２月、画家・吉村幸次郎と結婚。４３歳。
矯風会風俗部、部長荻野吟子、副部長湯浅初子。
１月、豊田、帰国する。
１月、新島襄死去。春、湯浅治郎、同志社経営に
関与。京都転居。
湯浅初子、幼稚園を海老名リンに譲る。
海老名リン、開業手間取る。保姆に疋田輝子（勝
海舟の孫）を雇う。
４月、宗方光、病死。４６歳。
幼稚園規定（幼稚園について基本法定まる）。
桜井女学校と新栄女学校合併し女子学院となる。
矢嶋、院長就任。
矯風会に子守学校を設立。
７月、第一回衆議院議員選挙。
幼稚園数１３８（国公立９９・私立３９）。園児数計７４８６。
明治２４年（１８９１） 海老名、幼稚園を人見米子に譲る。
１２月、海老名、東京婦人矯風会副会頭になる。
文部省令「幼稚園図書館盲唖学校其他小学校ニ類
スル各種学校及私立小学校ニ関スル規則ノ事」。
幼稚園数１４７（国公立１０２・私立４５）。園児数計８６６２。
明治２５年（１８９２） 海老名リン、近藤濱について保育法を正規に学
ぶ。夫・季昌、警視庁退職。
１０月、横川楳子、八王子幼稚園を設立。
１１月、辻新次、文部次官辞任。
幼稚園数１７７（国公立１２８・私立４９）。園児数計１２０１１。
明治２６年（１８９３） 甥の実喜、発病。入院。退院後、種子島に帰し療
養させる。
４月、海老名リン、会津若松に幼稚園開業。
桜井、第２回矯風会世界大会に出席。
矯風会全国組織日本キリスト教婦人矯風会結成。
矢嶋、会頭となる。
明治２７年（１８９４） ７月、日清戦争起こる。
幼稚園数１９７（国公立１４４・私立５３）。園児数計１４９２２。
明治２８年（１８９５） 幼稚園数２１９（国公立１６２・私立５７）。園児数計１７４２８。
明治２９年（１８９６） フレーベル会発足（東京女子師範学校附属幼稚園内）。
マリア・ツルー没。５５歳。
明治３０年（１８９７） 再び、海老名弾正を迎え、焼失した弓町本郷教会
再建運動に関わる。
明治３１年（１８９８） ３月、根本正、衆議院議員となる。
明治３２年（１８９９） 沖静幼稚園を本郷片町に新築移転。 幼稚園保育および設備規定。
９月、松本荻江没。
１１月、根本らの未成年者喫煙禁止法案可決。
明治３３年（１９００） 園舎で夜学校「有正学舎」設立。 ９月、津田梅子、女子英学塾創設。
明治３４年（１９０１） ２月、福沢諭吉没。
島澤雅子（後のうさぎ幼稚園経営者）、小石川幼
稚園に勤務。
フレーベル会「婦人と子ども」創刊（大正７年「幼
児の教育」に改題）。
明治３５年（１９０２） 日英同盟締結。
２月、豊田、茨城県高等女学校教員。
９月、正岡子規没。
明治３６年（１９０３） 砂場遊び始まる。
４月、国定教科書令公布。
明治３７年（１９０４） ２月、日露戦争始まる。
幼稚園数２９４（国公立１７７・私立１１７）。園児数計２６０１８。
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究；補遺１ ３１
明治３８年（１９０５） 幼稚園数３１３（国公立１８１・私立１３２）。園児数計２８６７６。
明治３９年（１９０６） 日本キリスト教幼稚園連盟創立。
東北地方飢饉。
根本提出の公立幼稚園保姆に恩給を与える法案可決。
明治４０年（１９０７） 幼稚園数３８６（国公立２０９・私立１７７）。園児数計３５２８５。
明治４１年（１９０８） 沖静幼稚園、東京府下入新井村へ移転。 幼稚園数４０５（国公立２０７・私立１９８）。園児数計３６００６。
明治４２年（１９０９） 島澤に沖静幼稚園を手伝わせる。 ４月、海老名リン没。
明治４４年（１９１１） 幼稚園数４９７（国公立２２２・私立２７５）。園児数計４５２０２。
明治４５年／大正元年
（１９１２）
７月、明治天皇没。
幼稚園数５３３（国公立２２４・私立３０９）。園児数計４４８８８。
大正２年（１９１３） ６月、荻野吟子没。
大正３年（１９１４） ７月、第一次世界大戦始まる。
大正４年（１９１５） １２月、教会関係者に相談の上、身を引くことを決
意する。６９歳。
大正５年（１９１６） １月、幼稚園を保姆島澤雅子に譲る。７０歳。
条件として、負債も引き継ぐこと、古市に生活費
を送り続けること。
島澤は古市に月２０円を送る。５年後から２５円。
幼稚園４０周年。園数６６５（国公立２４５・私立４２０）。
園児計５３６１１。
大正７年（１９１８） フレーベル会、全日本幼稚園協会と改称。
大正８年（１９１９） 自由画教育運動始まる。
大正１１年（１９２２） 島澤、大森幼稚園と改名。 ソビエト社会主義連邦成立。
大正１２年（１９２３） ９月、関東大震災。
大正１４年（１９２５） 治安維持法公布。
６月、矢嶋楫子没。
小林宗作による日本リトミック運動始まる。
幼稚園数９５７（国公立３４９・私立６０８）。園児数計７１６３３。
大正１５年（１９２６） 幼稚園数１０６６（国公立３７４・私立６９２）。園児数計８３２２１。
昭和２年（１９２７） 金融恐慌発生。
ジュネーブ軍縮会議決裂。
昭和３年（１９２８） 御大典に際し、古市静子、高齢者の天杯拝受。 幼稚園数１２９３（国公立４３１・私立８６２）。園児数計１０７２３６。
昭和４年（１９２９） 米、ニューヨークに経済恐慌発生。
昭和６年（１９３１） 鹿児島市下荒田（弟・熊太郎の三男宅）に移る。 満州事変起こる。
昭和７年（１９３２） 島澤、第二大森幼稚園設立。
昭和８年（１９３３） ７月、古市静子没。８７歳。 日本、国際連盟脱退を通告。
昭和１０年（１９３５） 湯浅初子没。
昭和１６年（１９４１） １２月、豊田芙雄没。
昭和１９年（１９４４） 戦時臨時措置法により幼稚園閉鎖。大森戦時託児
所開設。
幼稚園数２００６（国公立７１６・私立１２９０）。園児数計２３２９６３。
昭和２０年（１９４５） ３月、第二大森幼稚園強制疎開。
５月、大森幼稚園戦災により焼失。島澤、長野県
へ疎開。
昭和２１年（１９４６） 幼稚園数１３０３（国公立６２７・私立６７６）。園児数計１４３７０２。
昭和２２年（１９４７） 島澤、上京。洗足に幼稚園復興（貸間）。
昭和２３年（１９４８） 大井に野外青空幼稚園開園。
半年後、園舎新設。第二うさぎ幼稚園として届出
認可を受く。
昭和２４年（１９４９） 洗足園舎移転。第一うさぎ幼稚園と呼称。
前 村 晃３２
文部省の統計によると、古市静子が、明治１３年（１８８０）、豊田芙雄の助手をしていた時期は、幼稚園数
は全国で国公立が４園、私立が１園計５園しかない時代である。また、明治１７年（１８８４）、桜井女学校附
属幼稚園の「受持」をした年には、国公立が１０園、私立が７園計１７園に増えている。さらに、明治１９年（１８８６）、
古市が自前の私立駒込幼稚園を設立した年には、国公立が２７園、私立が１１園計３８園になっている。特に私
立は全国で１１園しかなく、古市がいかに早期に幼稚園を設立したかがわかる。
それから３０年後、大正５年（１９１６）、古市が７０歳になった年には、全国で幼稚園の数は国公立が２４５、私
立が４２０計６６５園、園児数が総計５３６１１人に増えている。この数を多いと見るか、少ないと見るかは、意見
が分かれるところであろうが、筆者としては非常に少ないと見たい。古市が引退した年は、ちょうどわが
国では幼稚園創設４０周年を迎えているが、４０年を要して全国で６６５園にしか増えておらず、５歳児の就園
率は僅か２．４％である。
わが国の幼稚園が急発展するのは、古市の引退後、さらに４０年を要している。昭和３９年（１９６４）、園児
数が１００万人を越え、昭和４３年（１９６８）、ようやく幼稚園数が１万を越えるが、５歳児の就園率が５０％を越
えるのもこの頃のことである。わが国の幼児が、比較的容易に幼稚園教育の恩恵を受けられるようになる
のは、わが国が高度成長をし、先進国に仲間入りするまで待たなければならなかったのである。
古市が設立した幼稚園は、国や地方自治体の全面的な支援もなく、地域組織や教団のバックアップもな
い、いわゆる個人による私立幼稚園であって、有志の協力があったとはいえ、他の私立幼稚園と同様、幼
稚園を維持すること自体が難しくしばしば苦境に陥っている。
 古市静子と豊田芙雄との関わり
明治１５年（１８８２）１月、時習黌校（時習女学校）を設立するに際し、古市が東京府に提出した申請書に
付された履歴書には「明治六年二月ヨリ同十二年十二月迄都合八ケ年二カ月府下土手三番町廿一番地松本
萬年ニ従學諸學同家ニ於テ習学ス」（５）と書かれている。ここには森有礼に英語を学んだことや、東京女子
師範学校に在学したこと、鹿児島幼稚園で豊田の助手を努めたことなどは一切書かれていない。
この履歴書には若干不正確な部分もある。古市は回想録に、明治６年（１８７３）１１月に上京したように書
いているが、これは明治５年（１８７２）１１月の記憶違いだとすれば問題はないだろう。しかし、荻野吟子が
埼玉の松本万年から紹介状を貰って、東京の井上頼圀に入門するのが明治６年（１８７３）４月であったこと
を考えると、古市が明治６年（１８７３）２月から松本万年に従って学んだということとは齟齬が生じてしま
うのである。
松本万年が男子の東京師範学校の教師となるのは明治８年（１８７５）のことである。また、万年が家塾止
敬学舎を設立し、娘の荻江に教授をさせたのはその時点からである。静子が万年の塾に入ったことまで疑
うことはないが、実際の入門は明治８年（１８７５）頃のことだろう。また、当然、荻江に直接習う機会もあっ
たはずである。荻江は明治８年（１８７５）に設立された東京女子師範学校の生徒になるつもりで受験したが、
あまりにも優秀であったため、急遽、教師として採用された女性でもある。
※この表は本文中で紹介した諸文献を資料に作成している。幼稚園数関係は文部省教育統計による。
昭和２９年（１９５４） 幼稚園数４４７１（国公立１６５９・私立２８１２）。園児数計６１１６０９。
昭和３０年（１９５５） 幼稚園数５４２６（国公立１９２５・私立３５０１）。園児数計６４３６８３。
昭和３９年（１９６４） 幼稚園数８０２２（国公立２９７４・私立５０４８）。園児数計１０６０９６８。
昭和４１年（１９６６） 西之表市わかさ公園内に顕彰碑建つ。
昭和４２年（１９６７） 幼稚園数９５８８（国公立３４７９・私立６１０９）。園児数計１３１４６０７。
昭和４３年（１９６８） 幼稚園数１００２１（国公立３６２５・私立６３９６）。園児計１４１９５９３。
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当時、甲府の内藤塾で教師をしていた荻野吟子は、旧知の松本荻江から勧められて東京女子師範学校を
受験し入学している。荻江も吟子もすでに結婚の経験があったが、荻江は子どもが生まれてすぐに亡くなっ
たことから、気持を紛らすために書物を読み耽るようになり、それが原因で離縁となった女性であり、吟
子は夫から淋病をうつされたことが原因で自ら離縁を求めた女性である。二人は境遇が似ていたことも
あって意気投合し早くから「義姉妹」の契りを結んでいる。
横川楳子も、保姆見習生になる前に、松本万年から教員の口を世話されたが断った、と両親宛の手紙に
書いている。荻江、吟子、楳子、静子らは万年を接点に早々に知り合う可能性があったのである。
入学後は、古市は豊田芙雄の授業を何科目かは受けたし、他の同級生がそうであったように、同じ敷地
内にある附属幼稚園を見学したり、時には簡単な手伝いをしたりするぐらいのことはあったであろう。当
時から、周囲の人々が豊田を語る際は、常に「藤田東湖の姪の」というのが枕詞のようになっていたが、
古市も豊田のことは「藤田東湖の姪の」というふうに把握していたようである（６）。
豊田の鹿児島への出立は、明治１２年（１８７９）２月のことであるが、古市は学生として豊田を見送ったこ
とになる。その時点においては、自らもその年中に退学し、郷里の鹿児島県種子島に帰ることになろうと
は夢にも思わなかったであろう。
古市退学後の同年１１月、父危篤の知らせを受け、静子が故郷種子島に帰り着いた時、父はすでに他界し
ていた。静子は母を慰めるため暫く種子島で過ごすが、豊田芙雄が長期出張で来鹿し、幼稚園を創設して
幼児教育に精励中であることを知っている静子が黙ってこれを見過ごすはずはない。明治１３年（１８８０）春
には、種子島から鹿児島に出て豊田の助手となっている。古市は、回想録（７）において、豊田の助手を１年
務めたと書いているが、豊田は明治１３年（１８８０）６月末には帰京しているので、古市が助手をし、豊田の
薫陶を直接受けた期間は長くても半年程度である。ただ、日々、豊田の保育を目の当たりにし、種々手伝
いをすることによって、古市の保育理解はかなりの程度進んだのではないかと思う。
明治１４年（１８８１）、古市は再び上京し、「神田今川小路二丁目」に一家を借りて住み（８）、明治１５年（１８８２）
１月、「神田今川小路二丁目十一番地」（現在は西神田交差点上）に、時習黌校（時習女学校）を開いてい
るが、実は「神田今川小路二丁目十一番地」は、旧旗本の屋敷があったところで豊田芙雄の東京の住所で
写真１ 古市静子の時習黌校開業届（９）
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もある。
これは偶然の一致などではなく、おそらくは、古市の再上京に際し、豊田が古市の住まいの世話をした
ものと思われる。古市は豊田の住宅のある屋敷内の「一家」を借りて住み学校を開いたのであろう。古市
の時習黌校開業願いの書類には同住所が明記されている。この学校は、教える学科を経書、歴史、文章、
裁縫、諸禮、習字、算術とし、入学者年齢を「十五才以上」としていることから、中等学校程度のレベル
を目指していたようである。
古市は、既述するように、東京女子師範学校に入学を果たしながら、病を得、父危篤の知らせで種子島
に帰り、自身の本来の希望とは大きく懸け離れた境遇に陥っていたが、豊田が、鹿児島に赴任していたこ
とで、再び道が拓かれたのである。豊田芙雄は、結果的に、古市が女子教育者、幼児教育者として生涯を
捧げることになった大きなきっかけを作った人といえるだろう。
 古市静子の受洗と矯風会
古市は、明治１７年（１８８４）、時習女学校を閉鎖して桜井女学校附属幼稚園の「受持」と校費生の監督の
仕事に就くが、赴任してすぐに病気が再発している。古市は再び苦悩の時を過ごすことになるが熱海での
保養などによって小康を得ている。この時、矢嶋の篤い教導があって、同年中に、古市静子は番町組合教
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会の「小川牧師」から洗礼を受け、「全生涯をして世のため人のために奉仕の一生たらしめん」（１０）と決意
している。古市の「世のため人のため」の奉仕はほとんどが幼児教育に向けられることになる。
この年１０月、古市は、新富座で行われたキリスト教大演説会に、親友・荻野吟子を誘っている。その頃
には古市の病気も最悪の状態からは脱していたのであろう。小説の形ではあるが、渡辺淳一は『花埋み』
で「すべて人間は神の御子で男女、職業の貴賎にかかわらず皆、平等だとする考えは吟子の心を大きく揺
さぶった」（１１）と書いている。こうしたキリスト教の教えは、封建時代の男女不平等のただ中を生き抜いて
きた古市や荻野にとって、あるいは同時代の一部の知的女性にとって新鮮でもあり勇気づけられるもので
もあったであろう。
矢嶋については、明治以来、『左右修竹』（１２）、『シリーズ福祉に生きる３０ 矢嶋楫子』（１３）、『われ弱けれ
ば 矢嶋楫子伝』（１４）、『日本キリスト教婦人矯風会百年史』（１５）など記述されたものは多い。それらによる
と、楫子は、天保４年（１８３３）４月２４日、惣庄屋と代官を兼ねていた父・矢島忠左衛門と母・鶴の間に、
女子では６番目の娘として、現在の熊本県上益城郡津森村大字杉堂に生まれている。女の子ばかりが続い
たためか、両親がなかなか命名しないため、姉・順子が可愛そうに思って「かつ」と命名したとされてい
る。
横井小楠の門弟であった兄・直方は、維新後、左院議員、堺県権参事、福岡県大参事などを歴任するが、
福岡県で上司と対立し、官を辞して郷里に戻り、小学校を設置するなど、益城郡の地域開発に貢献してい
る。姉たちも著名であり、順子は横井小楠の高弟・竹崎茶堂と結婚し、明治３０年（１８９７）１月、熊本女学
校（発足時は熊本女学会。後の熊本フェイス学院高等学校）の校長となっている。久子は小楠の高弟で水
俣の徳富一敬と結婚し、初子、蘇峰、蘆花を生んでいる。つまり、初子は楫子の姪であり、徳富兄弟は楫
子の甥である。同じく、姉つせは２６歳の時、幕末の偉人の一人・横井小楠の後妻（家格の違いで名義上は
妾）となっている。
かつは２５歳の時、横井小楠の弟子で二度離婚歴のある兄の友人・林七郎と結婚する。かつと夫の間には
３人の子どもが生まれるが、夫の酒乱がひどいため、１０年ほどで心身ともに衰弱し娘一人を連れて林家を
飛び出し、親戚の家を転々としている。かつは親族から冷たい目で見られて忍従の日々を過ごすが、たま
たま東京に住む兄・直方が病に倒れたため、かつは看護人として上京することになり、船上で楫子と改名
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究；補遺１ ３５
している。楫子４０歳の時である。兄・直方は、ほどなく健康を回復し、楫子は周囲の勧めもあって教員伝
習所に通い、東京の小学校教師として採用されている。また、明治１１年（１８７８）秋には、マリア・ツルー
から新栄女学校の経営を依頼されることになる。
長い間、親族以外には秘されていたが、楫子には、東京の兄・直方の家で妻子ある書生と不倫をし、小
学校を休職して密かに子どもを生んだという、人には言えない秘密があった。また、キリスト教主義の新
栄女学校に勤務するようになっても、楫子は煙草を吸う習慣を捨てられず、寄宿舎でボヤ騒ぎを起こすが、
ツルーは楫子を責めることはなかった。こうしたことなどもあって、明治１２年（１８７９）１１月、楫子は築地
新栄教会でデビッド・タムソンから受洗している。
あきのり
明治１４年（１８８１）７月、桜井ちかは、海軍を辞め伝道師となった夫・桜井昭悳が、布教のため渡道する
に際し、同年６月中に、矢島楫子に桜井女学校の校長代理（実質校長）を引き受けてくれるよう依頼し、
桜井女学校はマリア・ツルーが実務を担当し、経営本体はアメリカ長老教会が担うようになる。明治２３年
（１８９０）、新栄女学校と桜井女学校は合併して女子学院となるが、その際に矢嶋楫子は院長となり、大正
３年（１９１４）、その座を後身に譲り名誉院長となるまで女子学院のトップとして「君臨」している。
明治１９年（１８８６）１２月、米国の禁酒運動推進者メアリー・レビットの来日を機に、矢嶋ら５６人は発起人
となって東京婦人矯風会を立ち上げている。また、明治２６年（１８９３）には、矯風会の全国組織を結成し、
楫子は日本キリスト教婦人矯風会会頭となり、世界の平和、人権の擁護、未成年者の禁酒・禁煙などを目
指して活動を展開している。長年、米国で勉学をし、欧州経由で徳川聡子夫人母子、豊田芙雄らと共に帰
ね もとしょう
国した根本正は元・豊田家の家僕、学僕で、後に禁酒・禁煙運動の政治家として有名になった人物である
が、滞米中、日本における婦人矯風会設立を世界本部会頭ミス・ウィラードに報告するなど、矯風会運動
にも早くから助力している。また、根本と結婚し、明治２７年（１８９４）、豊田の翠芳学舎の教師となった根
本とく子も、明治２６年（１８９３）には、矯風会の通信書記をつとめ、明治２７年（１８９４）には、大久保に矯風
会の本拠地を作るための土地購入の委員をするなど、矯風会活動には積極的に参加している。
明治２０年（１８８７）７月の東京婦人矯風会員姓名住所表（１６）には「東片町二十二番地青木方 古市 静」と
あり、静子も最初期の会員であったことがわかる。静子の友人で女医の荻野吟子は、明治１９年（１８８６）１１
月、海老名弾正（熊本バンドの主要メンバー。牧師。後、同志社総長）から受洗しているが、同時に受洗
した人物としては経済評論家で政治家の田口卯吉とその妻がいる。
海老名弾正はすでに安中、前橋など上州の布教活動で目覚ましい成果を挙げていたが、東京に進出する
ことになって、神田明神の坂上、湯島４丁目の大名屋敷（旗本屋敷とも言われている）の一部を借り受け
「博愛館」と称する講義所を開いている。この講義所の集会には古市や荻野もよく出席していたことが『弓
町本郷教会百年史』に記録されている（１７）。「博愛館」を開くに当たっては、津田梅子の父・津田仙が自作
の「博愛館」の看板を持参している。
最初の講義所は雨漏りがし手狭になったので西片町の田口の義兄・木村熊二（明治女学校の創始者）宅
に移るが、その頃には、古市、荻野の恩師で友人でもある元・東京女子師範学校教師の松本荻江も集会に
参加していたことが同百年史に記録されている。本郷の講義所はその後も転々とするが、吟子の産婦人科
荻野医院（西黒門町）で海老名が聖書講義をした時期があったことも同百年史に記録されている。
なお、海老名は、明治１５年（１８８２）、横井小楠とつせの娘・横井みやと結婚しているが、母・つせは矢
嶋楫子の姉であり、みやは矢嶋の姪である。明治期のキリスト教界だけでなく、教育、学問、文化の世界
においても、矢嶋家、横井家、徳富家、海老名家、湯浅家は結果的に強固な力を発揮するような閨閥を形
成しているのである。
明治２０年（１８８７）８月、横井家の事情があって、海老名は熊本へ移り、海老名の妻・みやの兄・横井時
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雄が本郷に赴任している。海老名は本郷（弓町本郷）教会の初代であるが、最初に献堂を果たすのは横井
である。横井時代の古市の仲間の中に、後に東京女子高等師範学校附属幼稚園、華族学校附属幼稚園で幼
稚園教師となり、まさにキリスト教精神の発露ともいえる貧民の子女のための二葉幼稚園（二葉保育園）
を設立する野口幽香が、明治２２年（１８８９）５月、本郷森川町講義所時代に洗礼を受け、同教会に所属して
いたことは興味深い。ただし、古市静子と野口幽香の関わりがどのようなものであったかについては詳し
いことは不明である。
荻野吟子は、明治２２年（１８８９）、矯風会の副会頭となり、明治２３年（１８９０）、風俗部が設置された際には、
吟子が部長、湯浅初子が副部長となっており、古市静子の住所本郷湯島６丁目６番地を仮事務所としてい
る。古市静子、荻野吟子、湯浅初子らもまたキリスト教信仰と矯風会活動を通してさらに強い絆を結んで
いるのである。
２ 古市静子の幼稚園教育活動と周辺の保育者たち
 桜井女学校附属幼稚園
明治１６年（１８８３）、休養のため米国に一時帰国したマリア・ツルーは、明治１７年（１８８４）、米国の保姆資
格をもつエリザベス・P・ミリケン（Elizabeth P.Milliken）を引き連れて再来日する。ミリケンは同校附属
幼稚園の保育の改善に乗り出すが、同時に、同校では保姆養成を目的とする幼稚保育科が設けられている。
短期間とはいえ、古市が同校附属幼稚園の「受持」をし、校費生の監督をしたのは、ちょうどその時期で
ある。
桜井女学校を設立した桜井ちかについては、『女子学院の歴史』（１８）や『東京の幼稚園』（１９）他に紹介され
ているが、それらを手掛かりにすると、桜井ちか（智嘉）は、安政２年（１８５５）４月４日、江戸幕府御用
達商人平野与重郎の長女として江戸日本橋に生まれている。
明治５年（１８７２）、１８歳の時、開拓使安藤丸の乗り組み員の海軍士官・桜井昭悳と結婚するが、明治７
年（１８７４）、新栄教会でタムソンより洗礼を受けている。明治９年（１８７６）１０月２０日、英女学家塾（桜井
女学校）開業願いを府に提出し、同月２４日許可されている。明治１１年（１８７８）７月には貧学校を設立する
が、これはうまくいかず明治１３年（１８８０）４月６日には閉校届を出している。
明治１２年（１８７９）９月には高等小学科を設け、明治１３年（１８８０）４月２０日には附属幼稚園の開業届を出
している（文部省明治１２年報によると正規の届出前にすでに開園されていたようである）。
当初の同校附属幼稚園の保育の趣旨、保育の内容は、特にキリスト教主義を表に出すことはなく、東京
女子師範学校附属幼稚園をモデルにスタートしている。また、桜井女学校の幼稚園に東京女子師範学校の
保姆が出かけていって保育の手伝いをしたことなどもあったようである。恩物を用いたり、「家鳩」の唱
歌、遊戯などが行われたのも東京女子師範学校附属幼稚園と同様である。同幼稚園の保育料は「壹圓」と
高額であるが、明治１７年（１８８４）設立の私立芝麻布共立幼稚園（近藤濱園長）の場合も同じく月１円となっ
ている。
明治１６年（１８８３）、矢島楫子、マリア・ツルーの代になって改めて出された桜井女学校附属幼稚園の届
出書類は、最初期のものとは形式及び内容が異なっている。違いの重要な点だけを見るが、趣旨、目的に
ついては以下のようである。
〈初期届〉 幼稚園開設ノ旨主ハ學齢未滿ノ幼稚ヲシテ天賦ノ知覺ヲ開達シ固有ノ心思ヲ啓発シ身體
ノ健全ヲ滋補シ交際ノ情誼ヲ暁知シ善良ノ言行ヲ慣熟セシムルニ在リ（２０）
〈再 届〉 学齢未満ノ児童ヲシテ就園ノ便ヲ得シメ而テ身体健康ヲ保全シ天賦ノ才美ヲ養成シ善良
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究；補遺１ ３７
マ マ
ノ言行ヲ習熟セシメ学期ニ至リ各其記憶考究体力ヲ完全ナラシムヘキ准備タランコト要
スル也（２１）
前者は、東京女子師範学校のものをほぼ踏襲した内容である。再届も似たようなものであるが、後半に
幼稚園は小学校入学の準備をすることが明示されている。こうしたものが当時の幼稚園設置の目的の共通
理解といったところで、桜井女学校の場合でも特にキリスト教主義の特徴が趣旨の文言に反映されていた
わけではない。
再届の保育科目に、第一物品科、第二美麗科、第三知識科があることは、科目名、内容まで初期届、再
届とも同様であり、東京女子師範学校の明治１４年（１８８１）のものともほぼ似通っている。保育科目につい
ては以下のような変化がある。
〈初期届〉 第一物品科
日用ノ器物即チ椅子机或ハ禽獣花菓等ニ就キ其性質或ハ形状等ヲ示ス
第二美麗科
美麗トシテ好愛スル物即チ彩色等ヲ示ス
第三知識科
観玩ニ由テ知識ヲ開ク則チ立方体ハ幾個ノ端線平面幾個ノ角ヨリ成リ其形ハ如何ナル
等ヲ示ス
五十音 計数 唱歌
単語図 説話 體操（２２）
〈再 届〉 第一物品科
器具及動植物ノ名称ヲ示ス
第二美麗科
美麗トシテ幼稚ノ好愛スル種々ノ彩色物ヲ示ス
第三知識科
観ル所ニ由テ知識ヲ開進スヘキ物体ヲ示ス
右三科中内蔵ス細目左ノ如シ
六球法 三体法 立方体甲乙 長方体甲乙 三角罫 置箸法 置環法 図画法
刺紙法 繍紙法 剪紙法 織紙法 組板法 摺紙法 豆工法 模型法 博物理解
物体教科 計数 鎖連法
外
唱歌 遊戯 説話 体操
右之通リニ候也（２３）
三科は文言の違いはあっても両者の内容が異なるわけではない。大きな違いは再届の「細目」にいわゆ
る２０恩物の大部分を明記したことであるが、これも共立幼稚園の「子目」（２４）とほぼ同様のものである。た
だ、東京女子師範学校附属幼稚園の新しい規則では名称を「木の積立テ」「板排ヘ」「箸排ヘ」「豆細工」
など子どもにもなじみやすいものとし、それぞれの内容を文章化しているのに比べると、桜井女学校の再
届の「細目」は古い呼称のままである。
田中優美の論文（２５）にも紹介されているように、『女子学院の歴史』では古市を桜井女学校幼稚保育科の
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卒業生の一人としている。古市は既述のような桜井女学校附属幼稚園の状況下で働きながら、幼稚保育科
に籍を置き、正規の保姆資格を取得しようとしたのであろうか。
桜井女学校附属幼稚園がキリスト教保育のカラーを打ち出してくるのは、ミリケンの赴任以後のことで
あるとされている。
 駒込幼稚園の設立と変遷
明治１９年（１８８６）１１月２７日、古市静子は、マリア・ツルーの後援を得て、新栄教会の本郷東片町講義所
内に駒込幼稚園を設立する。古市の記述によると、ツルーは幼稚園の設立に際し、１０円寄付している。幼
稚園設立の金額としては多いわけではないが、保姆の給与が安い場合は月に３、４円、見習いの場合は１、
２円であった時代のことを考えると少ない金額というわけでもない。この幼稚園のスタート時の園児は５
名といわれている。ただ、残念ながらこの時期の東京府の書類には不備があって、申請書類などは一切残っ
ていない。したがって、この幼稚園の設立当初の設立の趣旨、保育内容などはほとんど知ることができな
いのである。また、古市の回想録にも設立の簡単な経緯あるいは経営上の苦労話等は書かれているが、保
育内容等に直接触れた部分はない。
『うさぎ幼稚園八十周年記念誌』には、保姆が５名の園児を相手に摺紙（折紙）をしている様子（東片
町講義所内としている）や、縦横の罫線の入っている恩物机（和室用の低い机）で園児が積み木をしてい
る様子（明治３２年本郷片町に新築移転後としている）を描いたスケッチ（２６）があるが、記述を読む限り、こ
れは古市の回想を基にしたものではなく、古市に昔話を聞いていた島澤雅子（古市の幼稚園の後継者）の
話を参考に再現したものかと思われる。ただ、他の多くの幼稚園と同様に、古市の幼稚園でも恩物を中心
とした保育がなされたはずであるから、特別違和感があるわけでもない。また、同書には当時歌われた唱
歌として「門（ここなる門）」の楽譜が掲載されているが歌詞の一部は豊田芙雄作である。
後に古市の幼稚園で保姆として働き、幼稚園経営を引き継いだ島澤雅子は、古市の幼稚園と同じ年、明
治１９年（１８８６）、東京女子師範学校保姆練習科修了の山田千代によって設立された小石川幼稚園に、明治
３４年（１９０１）から勤務しているが、島澤は往時の保育内容として次のようなものをあげている。
会集 積木 箸ならべ 板ならべ 環ならべ 刺紙 組紙 織紙 連鎖 豆細工 折紙 お絵かき
粘土 鋏 唱歌遊技
古市の駒込幼稚園でも、山田千代の幼稚園でも、保育内容については大きな差異はなかったのではない
かと思う。島澤によると、山田は伊澤修二の妻と知り合いであったが、当時の幼稚園は２０恩物の扱いが型
にはまっていて、細かすぎるところがあるので、もっと柔軟な保育をする幼稚園を設置したらどうかとい
う伊澤修二のアドバイスがあって小石川幼稚園を設立したということである（２７）。
もちろん、島澤が「恩物も改良されてきたらしいのですが、恩物尊重主義はまだまだ根深く、その中で
取扱いやすい物だけを選んで取入れておるようでした」（２８）と記述するように、時代の推移にしたがって、
恩物保育にも一定の変化はあったようであるが基本はなお恩物保育である。個々の恩物については、恩物
（手技）は１日で終わるものもあったが２、３日継続するものもあったこと、豆細工は準備が大変だった
が子どもが喜んだこと、折紙（たたみがみ／摺紙）が保育の花形だったこと、お絵かきはお手本の模写は
させず子どもの自由に任せたこと、唱歌遊戯は、雅楽調の風車、門などもやったが、徐々に新しい唱歌、
鳩ぽっぽ、桃太郎、金太郎などができたことなどを記述している（２９）。
駒込幼稚園を設立してすぐに古市の身辺には大きな三つの出来事が発生している。一つは、明治２２年
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究；補遺１ ３９
（１８８９）２月１１日、大日本国憲法発布の記念式典の日に森有礼が国粋主義者に襲われ、翌日死亡するとい
う事件である。静子は「この事は私の身にとりたとへ様のなき失望のドン底へ落とし入れられました」（３０）
と述べている。
また、二つ目には、明治２３年（１８９０）６月３日、隣家から出火があり、静子の設立した幼稚園及び静子
の持ち物全てが焼失するという事件がある。そのため、駒込幼稚園は、有志の支援を得て春日局の菩提寺
として知られる本郷龍岡町麟祥院内に移し、沖静幼稚園と改称して継続することになる。
さらに、三つ目は、この年１２月、４３歳の古市は、弓町本郷教会の横井時雄牧師（後、逓信官僚。衆議院
議員。同志社社長）の媒介で、画家・吉村幸次郎と結婚したことである。しかし、この結婚も、古市に幸
いをもたらすというよりは、後に大きな試練を与える因となる。
古市の幼稚園においてもキリスト教主義を直接裏付けるようなものは見当たらない。古市の幼稚園は、
当初はキリスト教の講義所内において開設されていることから、園児の保護者の間でも古市がキリスト教
信者であることは知られていたと思う。しかし、最初の園の類焼後７年ほどは、仏教寺院の麟祥院の一室
を借りて経営していることからも、特にキリスト教主義を前面に謳う幼稚園ではなかったことも明らかで
ある。個人立の幼稚園の場合は、キリスト教主義を大々的に謳うことがなかったのは、当時は、キリスト
教を毛嫌いしたり、警戒する人々も多く、園児の募集上の障害となることをも考えたのであろう。もちろ
ん、古市の周辺の事情からいっても、教会関係者の子女も園児の中に一定数は含まれていたと思われる。
麟祥院内の一部を借りている状態では種々都合が悪かったために、古市は早くから移転を計画するが、
同園の評議員であった元文部次官・辻新次の助言、援助もあって、１０００円の寄付を集め、明治３２年（１８９９）
８月、本郷区弓町２丁目１３番地に土地を借り、家屋を購入して移転を達成している。この時、静子は、園
舎を活用して中学程度の夜学校有正學舎を開業している。ここでは幼稚園も有正學舎も、園児、生徒が多
く集まり、順調な経営を続けている。弓町本郷教会の日曜学校として古市の幼稚園が使われたのもこの頃
のことである。しかし、この場所も本郷区の区画整理の都合で借地が売りに出されることになり、建物を
２０００円で売り、さらに園舎建築の寄付金などを募って、土地を探し移転することになる。
古市静子の幼稚園は、明治４１年（１９０８）４月、大森へ移り、５月１日に開業している。移転当初は２０名
程の園児がいたようであるが、当時はまだ郊外であった大森では、園児の募集が困難で園児の数は徐々に
減っていったようである。
島澤雅子は、７年余り小石川幼稚園で山田千代の助手をするが、その間、夜、竹早町の養成所（帝都教
育会教員保姆養成所。後の竹早教員養成所。近藤濱が初代所長。前村注；ずっと後に前村自身１年間同校
の非常勤講師をしたことがある）に通って小学校教員と保姆の無試験検定を取得している。小石川幼稚園
は山田が病気を得て経営から退いたため同窓生共立となったが、島澤雅子が、古市の大森沖静幼稚園に勤
務するようになるのは、たまたま華族学校（現・学習院）の教師・木村貞子宅で病気療養中の山田を見舞
に訪れた際に、山田から沖静幼稚園の親友・古市の窮状を告げられ、奉仕的に手伝って欲しいとの依頼が
あったからである（３１）。
この園のことについては、前に述べましたように、大森の地へ移転されてからも神の試練の茨の道
が続いていました。
私がこのお話をお受けしたのは、沖静幼稚園の極端に苦しい経営状態、少なくなってしまった園児
の数……まったく、みるにみかねたからです。とにかく立派なのは建物だけなのですから。それと、
単なる家庭の主婦の座に坐っているのがいやだったことも、その理由の一つです。じっとしていられ
ないたちなのですね。
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写真２ 大森沖静幼稚園の園児たちと園長・古市静子と保姆・島澤雅子（３２）
いざ、お引き受けしてみると、根が仕事好きの故か、次第に全力を挙げて幼稚園勤務に当るように
なり、家もとうとう園の近所に引越してしまいました。当時は園児が十三名ほどでしたが、私がお手
伝をはじめてからというものは、そろそろ信用も回復し人目もこちらに向いて園児が増加してきまし
たので、先生も一安心された御様子でした。
明治４２年（１９０９）から、島澤は大森沖静幼稚園に勤務するが、月給は無給の時もあり、遅配も常態化し
ていたようである。ただ、経済面は「大先生」と呼ばれた古市が仕切っていたが、その他のことは「若先
生」と呼ばれた島澤に全て任されていたため、行事などがある際には、島澤一家総出で準備に協力してい
た模様である。島澤は保育内容に関しては「山田先生に教えて頂いたことが主体となり、恩物を大切に扱
い、フレーベル式に基づいていた」（３３）と述べている。古市の厳しい試練は続いていたが、ここでも古市は
良き協力者に恵まれたのである。
大正４年（１９１５）１２月２５日、翌年には７０歳という高齢と、治る見込みのない夫の精神的疾患もあったこ
とから、信仰の指導者の海老名弾正や教会執事の西原喜代松と相談の上、古市は幼稚園を島澤太郎夫妻に
譲っている（翌年１月完全移行）。『不屈の系譜』の中で桑原驀が紹介している島澤雅子の述懐（３４）によると、
病気の進んだ吉村は古市を殴ったり、けったりすることもあったようである。それでも、古市は「神は人
に背負い切れない負い目を与えたまうことはない」という聖書の一句を思い浮かべ、「私にとってかけが
えのない人だから」と耐えて生きたのである。この辺の事情に関する古市の述懐は次のとおりである（３５）。
病が常ならぬものなれば、人まかせにすることは出来ず、その上一寸の目もはなすこともならず、
さりとて幼稚園の事を思へばこれはまた私の責任にかヽるものなれば、これを打すておくことは出来
ず、如何にせんと心を千々にくだくのみでした。
かようにして幾年月を送りむかへました。遂に或る餘儀なき事情のために、やむなく復籍の事に決
しました。
然し誰に渡さん人もなくそのまヽに世話を見ることになつたのであります。
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大森に移りてより、病勢は悪化しそれがため私の事業も困難に落入りました。この間の私の心勞は
一方ならず、百方つきて、眠れぬ不安の幾夜をすごし、また年と共に衰へ行くわが身を案じつヽ如何
せんと心を千々にくだきました。
大森組合教會の執事たりし、西原喜代松氏は、この様を見られ一日私に申さるヽに
「もはや老年にてその上常ならぬ病人のあることなればこの上事業を繼續するは非常に困難
と見受けられる故に誰か適當なる人にこの事業を譲られては」
との言葉でした。
熟慮ののち私は西原氏の言葉に從ひ、園の將来の事を思ひましたので承諾の旨を伝へました。
夫とは事情あって戸籍上は離縁しているが、夫を引き取る人もなかったので、引き続き面倒を見たよう
である。古市の幼稚園は、「一、幼稚園家屋及び道具一切を譲ること、また負債も同様に」「二、月々古市
へ扶育料を送ること」の二つの約束を以て島澤夫妻に譲られている。負債は６００余円あり、古市には月々
２０円が支払われ、５年後には、古市は固辞したが月２５円が支払われるようになる（３６）。
その後同園は、島澤雅子の優れた経営能力もあって、現在、「うさぎ幼稚園」として東京都品川区に２
カ所、千葉県市原市に１カ所合計３園が継続されている。草創期の幼稚園は廃園となったものも多いが、
古市の幼稚園は、島澤雅子の努力によって発展し今日まで引き継がれたのである。
家庭的には恵まれない古市であったが、種子島の弟・熊太郎の次男・実喜を８歳の時から引き取って、
その成長を楽しみにしながら、わが子のように７、８年間養育していた時期がある（３７）。古市の回想録によ
ると、実喜を育て始めたのは、桜井女学校の寄宿舎に移り住む前からのようで、寄宿舎では矢嶋家の子ど
もたちと良く喧嘩をしたので、外出時はいつも連れ歩くなど、気を使ったことを述べている。明治２６年
（１８９３）春、築地本願寺内の中学校を終えた実喜は士官学校を受験するが、受験２日目に帰宅後喀血をす
る。古市は実喜を赤坂病院に入院させるが、退院後、暖かい種子島に帰るよう勧めている。その後、実喜
は長崎医専に入学して医者となり、満州で開業するまでになる。実喜は、満州から手紙を書いて寄越した
り、上京する機会があると古市のもとを訪ねたりしており、そのことは古市にとって大きな慰めともなり、
大きな悦びともなったようである。
古市は、意志が強く、真っすぐな性格の女性だったと思われるが、口数は少なく、保育者には珍しく小
声だったようである。古市は鹿児島時代に八田知紀（幕末から明治の歌人。歌道御用掛に就任）について
和歌を詠んでいたが、明治３０年（１８９７）前後から、再び八田知紀の弟子であった黒田清綱（官僚。歌人。
黒田清輝の養父。子爵）の滝園社に所属して和歌を詠むようになる。
先般、品川区の洗足うさぎ幼稚園を訪問し、園部裕子園長に会って話を伺った際に、島澤家の関係の方
から、昭和６１年（１９８６）、幼稚園創立百周年を記念して発行された古市静子の『我が生涯』を戴いたが、
この中には「我が生涯」だけでなく、２００首以上の静子の和歌（３８）が収められている。和歌の種類は四季の
歌などが多いが、意外にも１６首ほどの「恋歌」も含まれている。古市にとって、和歌は思いの丈を吐く良
き手段の一つだったのであろう。
逢 恋
あひみてはいふ言の葉もなかりけり只嬉しさの胸に迫りて
風破旅夢
きヽなれぬのきの嵐に夢さめて語るひとなきたひの宿かな
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現実の恋を歌ったのか、あるいは空想の恋を歌ったのかはわからないが「逢恋」は、恋する人の心のと
きめきのようなものが表現されていて微笑ましいが、「風破旅夢」は古市ならではの孤独感が詠み込まれ
ていて、古市の試練の多い人生と重ね合わせるとき寂寥感が増してくる。昭和３年（１９２８）、古市は８２歳
になっていたが「高齢者に天杯拝受」の慶事があり、島澤の幼稚園では古市を招いて盛大な祝賀会を催し
ている。次の歌はその際に古市が作ったものであるが、要領の良さや器用さとは無縁と思われる古市にとっ
ては信仰こそが厳しい人生を救うものであったことがわかる。
いつしかと八十路の坂を越えにけり神の恵の御手にひかれて
古市静子については信仰上の指導者でかつ生活面でも助言を与えていた海老名弾正の人物評が的を射た
ものと思われるので次に引用する（３９）。
私は明治１９年の秋より古市女史に交わりを辱うするやうになつたことを記憶して居ります。その頃
まで日本の女子教育は極めて幼稚であつて、高等女学校程度の教育する僅に其萌芽をあらはしたに過
ぎなかつたのであつた。
女史は既に女子師範学校にも出入せられ、當時の女子としては最高の教育を受けて居られた。女史
はクリスチャンであつた。因つて女史は當時最も進歩した所の男女の頭脳を明快ならしめた二つの教
養を有して居られた一人といはねばならぬ。一は歐米の新知識、一は基督教の信仰と倫理であつた。
其上其専門として學び得られたものは幼稚園の保姆でありました。その頃幼稚園の教育は甚だ幼稚で
あつて、之に從事し得る女子の數も甚だ少なかつた。因つて古市女史が本郷區で幼稚園を始められた
ことは日本に於ける幼稚園の手始であつたといつてもよからう。しかも其事業は私立の事業であつた
故に中々困難の事業であつた。その困難な事業を持續して來られた熱心と忍耐とは決して尋常のもの
ではなかつた。又女史は最も援助を受くべく期待して居られた良人の病弱なるに遇し、却つて自分が
良人を介抱せねばならない悲境に陥り、一方に幼稚園を掲げ一方に良人の看護を為さねばならなくな
つたことは葢し出來難い事業でありましたので、幼稚園の事業も思ふ様に發達いたさなかつたのも怪
むに足らない。しかも三十有餘年の長い年月の其間、勝利のない戰闘を續けて絶望せられなかつたこ
とは實に無限の同情を喚び起す悲惨であつた。此の如き悲惨の中にも神を敬ひ人を憤らず自からを危
險に落し入るヽやうなこともなかつたのは、葢し女史の心底に根強い信仰と道徳の力があつたことを
推し量らずには居られませぬ。
しかも内憂外患と戰ひ其女史たる本領を失はなかつたことは深い意味に於て女史は人生の勝利者で
あつたのであります。實に女丈夫と稱すべきであらう。決して賞め過ぎたとは思ひませぬ。
 古市の身辺の保育者たち
古市のごく近い位置にいて幼稚園を設立した人としては、桜井女学校幼稚保育科１回生の湯浅初子、同
てる えつ
準１回生の宗方光、同２回生の吉田鉞、矯風会の幹部・海老名リンなどがいるが、ミス・ポートルのバッ
クアップという条件があってキリスト教主義を前面に打ち出せた、吉田鉞が設立に関与した英和幼稚園の
場合を除いて、湯浅、宗方、海老名が設立に関わった幼稚園の場合は、その設立趣旨及び保育内容など、
古市の駒込幼稚園と大差なかったかと思われるので参考として以下の表に取り上げておく。
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表３ 駒込幼稚園と古市にごく近い人々が関与した幼稚園
関与者 古市静子 湯浅初子 宗方光 海老名リン
園名 駒込幼稚園 榎坂幼稚園 宇土幼稚園／熊本幼稚園 若松幼稚園
設立年 明治１９年 明治２０年 明治１９年／明治２０年 明治２６年
形態 私立 私立 私立／準区立 私立
設立地 東京 東京 宇土町／熊本市 会津若松町
保姆 古市静子 湯浅初子 宗方光／宗方光・志村タカ 海老名リン・見習野矢かね子
修業
豊田芙雄の助手・
桜井女学校附属幼稚園勤務
桜井女学校幼稚保育科
１回生
桜井女学校幼稚保育科／
志村は不明
近藤幼稚園保姆練習所
給与 なし 見習１円４０銭（４月）／後１円８０銭
保育料 １カ月５０銭 開設時１５銭
園児数 当初５名 定員２０名 ２０名程度／４５名定員 開設時８名／５月１２名／後４２名
保
育
基
本
方
針
・設置ノ目的
本園の旨趣ハ学齢未満ノ
幼児ヲシテ天然ノ諸能力ヲ
善良ニ開発セシムルニアリ
・湯浅は先妻の子、自分の
子、他家の園児を区別なく
平等に扱い、幼児の自立
心を重視した。
・〈宇土幼稚園〉内規
第二条 児童弁当ノ菜ハ
骨ノアル魚類等ハ一切相
成ラズ、必ズ有合ノ品ヲ持
越スベシ
第三条 児童の衣服ハ質
素ヲ旨トシ、成ルベク清潔
ニスベシ。
第六条 付添人ハ児童二
対シ不親切二有ルカ又ハ
取扱上荒々敷行為アリテ、
不適当ト見ル時ハ其家主
ヘ通報スルコトアルベシ。
・〈熊本幼稚園〉設置のきっ
かけ
熊本の原田寿平ら諸有志
が「子守婦女等ノ各寺院
二集リ、子守ヲ為シ種 ノ々
悪風ヲ生ジ為メ二幼稚ナ
ル子女ノ教育ヲ愆マルノ恐
レアル」を憂えたことにきっ
かけがある。
・会津を復興させたいとの強
い思いが根底にある。
・幼児期からの教育の重要
性の認識が強い。
・特にキリスト教主義は打ち
出していない。
保
育
内
容
・折紙、積木をしているスケッ
チがある。
・会集、積木、箸ならべ、板な
らべ、環ならべ、刺紙、組
紙、織紙、連鎖、豆細工、折
紙、お絵かき、粘土、唱歌
遊技など恩物中心保育
（島澤雅子の記述）。
・唱歌遊戯は初期には風
車、門などやった模様。
・同園の保育課程表では、
毎週、会話（嘉言善行）が
４５分、遊戯が１時間１５分、
開誘（恩物並細工）が１６時
間３０分。
・保育用器具に、六球一箱、
三の体一箱、木ノ積立ノ部
（木ノ積立第一第二 二
箱、木ノ積立第三 一箱、
木ノ積立第四 一箱）、板
排ノ部（正方形ノ板 一
箱、直三角形 一箱、不等
辺三角形 一箱）、板組ノ
部（板組 三百二十個）、
箸排ノ部（第九玩器一
箱）、環 排ノ部（第 十 玩
器）、紙刺ノ部（紙刺 一）、
・〈宇土幼稚園〉
・当時の園児の思い出に
「折 紙・唱 歌・遊 戯 が 主
だった」とある。
・別の園児の言葉には開園
の日のデモンストレ シーョン
で宗方の甥が積木で井戸
を作ったのを見て感心した
とある。
・〈熊本幼稚園〉
・明治２０年７月２４日の開園
式で唱歌「祝エ祝エ」「風
車」「蝶 」々「見渡せば」を
歌ったとある。
・同じく「恩物積立并問答」
を披露している。
・同じく「鞠歌」を披露。
・恩物保育を試みるが入手
に困難なものもあったか。
・明治２８年頃のものとして以
下がが挙げられている。
説話、行儀、手技、唱歌、遊
戯
・明治２８年頃の保育の流
れ。
登園、挨拶、整列、遊戯室
－唱歌（近藤の指導のまま
か）
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保
育
内
容
縫取、紙剪、紙織、豆細工、
土細工、紙畳、粘紙があ
る。
・保育用図書として桑田親
五訳『幼稚園』（三冊）があ
る。
・同じく遊戯「家鳩」「妄想
（盲想であろう）」を披露。
継
続
園
・大正５年、島澤雅子に譲
る。現在、うさぎ幼稚園とし
て東京都品川区で２園、
千葉県市原市で１園が存
続している。
・明治２３年、矯風会幹部・海
老名リンに譲る。明治２４年、
海老名は、幼稚園を人見
米子に譲る。その後は不
明。
・海老名は、明治２６年、郷里
会津若松に若松幼稚園を
設立。現在も存続。
・〈宇土幼稚園〉
・宗方が熊本市に去ったた
め明治２０年中に廃園となっ
たと思われる。
・〈熊本幼稚園〉
・昭和５８年、五福幼稚園と
合併し、熊本市立五福幼
稚園として存続。
・若松第一、第二、第三幼稚
園として現在も存続。
 各人の年齢及び教育・保育経験など
古市静子が駒込幼稚園を設立した明治１９年（１８８６）前後に、古市のごく身近にいた保育者たちの年齢は、
明治１９年の西暦１８８６年から単純に各人の生まれた西暦年を引くと、古市自身が３９歳、同年に宇土幼稚園を
設立した宗方光が４１歳、同じく同年小石川幼稚園を設立した山田千代が３５歳、同じく同年ミス・ポートル
と英和幼稚園の設立に関与した吉田鉞が２１歳、翌年の明治２０年（１８８７）に榎坂幼稚園を設立した湯浅初子
が２６歳、やや遅れて明治２６年（１８９３）に若松幼稚園を設立した海老名リンが３７歳である。
古市と山田は年齢も近いが東京女子師範学校以来の友人・知人の関係にあり、教育・保育の経験にも似
たような部分がある。宗方と海老名も古市と年齢は近いが、二人とも教育・保育の世界では後発組で、古
市が先輩格である。吉田と湯浅は古市より年齢も若いが教育・保育経験も古市の後輩という関係にある。
ちなみに、この年、豊田芙雄は４１歳、近藤濱は４７歳、横川楳子は３３歳である。
以下に、湯浅初子、海老名リン、宗方光の幼稚園設立について記述するのは、古市のごく身近な保育者
たちの保育展開を俯瞰することで古市の立ち位置を浮かび上がらせるために書き加えるものである。
なお、ミス・ポートルの支援によって、最もキリスト教主義的な保育展開を可能とした吉田鉞の場合は、
田中優美・橋本美保の「桜井女学校幼稚保育科卒業生吉田鉞の保育思想とその実践－室町幼稚園の保育カ
リキュラムに着目して－」（４０）に詳しいのでそちらを参照していただきたいが、ポートルらが金沢に設立し
た英和幼稚園で特筆しておきたいのは、同園がキリスト教主義に基づくものであることが明確であったに
も関わらず、岩村高俊知事の娘二人や金沢の第六師団長岡村少将の息子と娘が入園したことで世間の関心
が高まり、断らねばならないほど入園希望者が多かったことである。知事や師団長といった県内のトップ
指導者が、同園を支援したことで、住民の警戒心が薄れ、人気が沸騰したのであろう。
ちなみに、岩村高俊は、鹿児島に幼稚園を創設するために豊田芙雄を招聘した岩村通俊県令の実弟であ
り、美術史家・岩村透の父である。
 湯浅初子と榎坂幼稚園の場合
湯浅初子は、桜井女学校でも、矯風会活動でも古市のごく身近にいた女性である。湯浅が設立した榎坂
幼稚園は、東京都に正確な資料が残されており、古市および古市の仲間が設立した諸幼稚園の保育内容を
考える際に一つの基準となるものと考える。
湯浅初子（はつ）は、安政７年（１８６０）１月２３日、徳富一敬と久子の４女として生まれている。既述の
ように蘆花、蘇峰兄弟の姉であり、矢島楫子の姪になる。初子については、夫・湯浅治郎関係の文献に記
述されたものも多いが、伝記として『湯浅初子 伝記叢書１６９』（４１）、『湯浅初子』（４２）などがある。初子が榎
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坂幼稚園設立に際し提出した『東京の幼稚園』中の履歴書よるとその経歴は次のようである（４３）。
一明治五年十一月熊本県立洋学校ニ入学
同九年九月迄米人ゼンス教師ニ就キ英学ヲ修ム
一明治十年十一月東京慶応義塾ニ入学
同十一年三月迄幼年局ニ於テ英学ヲ修ム
一明治十一年九月西京同志社英学校ニ入学
同十二年十月迄英学並ニ漢学ヲ修ム
一明治十六年四月東京桜井女学校ニ来リ教員トナル
一同十七年九月ヨリ同校ニ於テ米国女教師ミリケン氏ニ就キ保姆科ヲ修メ同十八年七月卒業ス
一賞罰ヲ受ケ訴訟等ニ関係ナシ
初子は、１２歳の時熊本県立洋学校に入学、また１７歳の時慶応義塾に入学して、両校で英学を学び、１８歳
の時同志社に入って英学と漢学を学んでいる。初子が桜井女学校の教師となるのは２４歳の時である。もち
ろん、学校経営者の叔母・矢島楫子の誘いである。さらに、２５歳の時桜井女学校の「保姆科（幼稚保育科）」
に入って、エリザベス・ミリケンに保育法を学び、１年（１１カ月）で修了している。
湯浅治郎と徳富初子は、明治１８年（１８８５）１０月９日、群馬県安中町の碓氷会堂で結婚式を挙げている。
湯浅治郎はこの結婚によって徳富蘆花、蘇峰兄弟の義兄となったのである。湯浅は、嘉永３年（１８５０）１１
月２４日、安中の裕福な醤油醸造元・有田屋に生まれ、元治元年（１８６４）、有田屋３代目となったが、湯浅
は単なる事業家ではなく、学問にも深い傾倒を示し、明治５年（１８７２）には、福沢諭吉の著書の影響を受
けて安中に私立図書館「便覧舎」を設けた人物でもある。
また、湯浅は同郷の新島襄と深い親交を結び、明治１１年（１８７８）、安中教会建設時に受洗している。初
子との結婚時は県会議員であり、後に、県会議長、衆議院議員となるが、社会運動に関心が傾き国会議員
は一期で辞めている。義弟・蘇峰の民友社を支援して、蘇峰を世に出し、警醒社を立ち上げて、『六合雑
誌』を出し、キリスト者・内村鑑三の出版などを支援している。新島の死後は同志社の経営に直接携わっ
ている。
明治１９年（１８８６）１２月、初子は、矢島楫子らが提唱する東京婦人矯風会の発起人の一人となっており、
明治２０年（１８８７）５月１１日、設立者を湯浅治郎、保姆を「湯浅はつ」として、榎坂幼稚園設置願を府に提
出している。榎坂幼稚園の名称は湯浅の東京の住所「府下赤坂区溜池榎坂五番地」にちなんだものである。
設置の目的は「本園ノ旨趣ハ学齢未満ノ幼児ヲシテ天然ノ諸能力ヲ善良ニ開発セシムルニアリ」となって
おり、明治１６年（１８８３）の桜井女学校附属幼稚園の初期届の「幼稚園開設ノ旨主ハ學齢未滿ノ幼稚ヲシテ
天賦ノ知覺ヲ開達シ固有ノ心思ヲ啓発シ身體ノ健全ヲ滋補シ交際ノ情誼ヲ暁知シ善良ノ言行ヲ慣熟セシム
ルニ在リ」と文言は異なるが内容的には共通している。
この幼稚園は、幼児定員２０名保姆１名の小規模のもので、自宅を幼稚園としており、湯浅家の幼児も園
児に組み入れてのスタートである。保育料５０銭は私立としては安いが保姆（初子）は無給となっている。
夫・治郎が実業家で群馬県の県会議員であったことからこうしたことも可能だったのである。その点は幼
稚園を経営することで生活費まで稼がねばならなかった駒込幼稚園の古市静子、宇土幼稚園時代の宗方
光、若松幼稚園時代の海老名リンの場合とは異なる。ただ、榎坂幼稚園の場合もキリスト教主義を前面に
打ち出しているわけではない。田中優美の論文によると、吉田鉞の述懐として、桜井女学校の幼稚保育科
では、「水車（前村注；豊田芙雄改訳）」や「民草（前村注；豊田芙雄改訳）」などの唱歌の他にメリケン
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が英語の歌を訳して教えたことを紹介しているが（４４）、榎坂幼稚園でそれらがどこまで反映されていたかは
定かでない。
この幼稚園の保育課程表には、科目として「会話」「遊戯」「開誘」があり、前期後期共通に会話が週１
時間（第１年のみ週４５分）、遊戯が週１時間１５分、開誘（恩物並細工）が週１６時間３０分となっており、保
育内容は恩物中心主義である。保育用器具にあげられているいわゆる恩物及び手技等は次のとおりであ
る。
六球 三の体 木ノ積立ノ部〈木ノ積立第一第二・木ノ積立第三・木ノ積立第四〉 板排ノ部〈正方
形ノ板・直三角板・不等辺三角板〉 板組ノ部〈板組〉 箸排ノ部〈第九玩器〉 鐶排ノ部〈第十玩
器〉 紙刺ノ部〈紙刺〉 縫取 紙剪 紙織 豆細工 土細工 紙畳 粘紙（４５）
治郎と亡くなった先妻・登茂子との間に６人の子どもが生まれ、初子との間に８人が生まれているが、
初子は先妻の子も、自分の子も分け隔てなく平等に育てており、特に子どもの自律を強調したようである。
こうした部分にこそ初子のキリスト教信仰の発露があったと見ることもできるだろう。
明治２３年（１８９０）１月２３日、新島襄が没すると、湯浅治郎が京都に行き同志社の経営に乗り出すことに
なる。そのため、湯浅初子の榎坂幼稚園は矯風会の幹部・海老名リンに譲られている。
 宗方光と宇土幼稚園・熊本幼稚園
てる
宗方光は、本稿で扱っている保育関係者中、最も世に知られていない女性である。おそらく、現代の熊
本県の教育界、保育界においても、宗方光を知る人はきわめて稀であろう。宗方光に関する研究には『宇
土市史研究 第十三号』に根本なつめの「宗方光と幼稚園」（４６）があるので、詳しくはそちらを参照される
ことをお勧めするが『碩台幼稚園百年』（４７）や『熊本幼稚園沿革史』（４８）などにも僅かに触れられている。
根本氏の「宗方光と幼稚園」に追加する多くの材料があるわけではないが、本稿の目的である古市静子
周辺の保育を俯瞰する上で、宗方光の存在は九州における展開例として非常に重要と思われるので他と関
連づけながら紹介しておきたい。
宗方光は、弘化２年（１８４５）８月３日、父・宗方儀之進と母・寿喜の長女として宇土細川藩に生まれて
いる。安政６年（１８５９）２月、林田市之丞と結婚するが復籍し、後に、森野貞輝と結婚し２児を設けるが
再び復籍している。光の結婚生活は二度とも順調ではなかったのである。
光の転機は明治１３年（１８８０）９月に訪れている。弟・儀吉に細川彝三郎公の御付が命ぜられ、光を含め
一家５人そろって上京することになったのである。上京後、同年１２月、光は御奥様の御側女中として召し
抱えられているが、在京中に、光は様々な新しい時代の情報に接する機会があったものと思われる。在京
中、熊本出身の矢島楫子のこと、桜井女学校や同校付属幼稚園のことなどを耳にしたり、あるいは桜井女
学校を直接訪ねる機会などもあったかもしれない。また、身近にいた弟・儀吉の甥・ あたりが東京の幼
稚園に通っていた可能性もないではない。
明治１７年（１８８４）７月には、弟・儀吉に細川立則付きとして帰県が命ぜられ、光を含め一家そろって同
年９月１０日には宇土に帰り着いている。
桜井女学校では、同年９月、幼稚保育科を設けて、米国人ミリケンが保母養成を担当することになる。
幼稚保育科の開設予定あるいは開設を光がいつ耳に入れたのかは不明であるが、明治１８年（１８８５）１月１４
日、光は幼稚園保姆となることを目指して再び上京し、そのまま幼稚保育科に入学したとされている。光
４１歳の決心である。
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光は、明治１８年（１８８５）２月か３月頃には、幼稚保育科に入学し、明治１９年（１８８６）１月か２月頃には、
修了したのであろう（宗方が正規に修了したどうかははっきりしない）。明治１９年（１８８６）１０月１１日、金
えつ
沢に英和幼稚園を設立したミス・ポートルは、自身に幼稚園教育の経験がないことから、吉田鉞に保育を
専門的に学ばせるために、自費で吉田を桜井女学校幼稚保育科に送り込んでいるが、明治１９年（１８８６）８
月卒業（４９）とあるので、宗方光の半年後輩ということになるだろうか。当時の幼稚保育科生というのは年に
多くても数名程度であるから二人は良く知る仲だったはずである。
ミリケンがどの程度日本語を操れたか不明であるが、在学中は、同郷の熊本出身の湯浅初子、隣県の鹿
児島出身の古市静子なども良き先輩として、指導、助言を引き受けたのではなかろうか。
卒業後、光はすぐに帰郷し、明治１９年（１８８６）春頃までには宇土町門内に宇土幼稚園を開設したかと思
われる。しかし、翌年、熊本幼稚園の設立に際し、強い要請があって熊本に移るため、宇土幼稚園の園児
たちにとっては気の毒な結末になったが、光の宇土での保育は１年続いたかどうか不確かである。
ありあわせ
宇土幼稚園では、園児は２０名程度いたようであるが、「弁当ノ菜」は「必ズ有合ノ品ヲ持越スベシ」と
したり「児童ノ服ハ質素ヲ旨トシ、成ルベク清潔ニスベシ」（５０）としているように、光は地方でも無理のな
い庶民目線の幼稚園作りを目指しているのである。光がクリスチャンであったかは不明であるが、貧富の
違い、境遇の違いを越えて、等しく幼児教育の場を与えようとする姿勢は、古市や、湯浅と同じようにキ
リスト教主義の幼稚保育科で学んだことの影響と考えていいし、近藤濱に学んだクリスチャンの海老名の
場合も同じ姿勢である。宇土幼稚園の保育は元・園児の回想に「折紙・唱歌・遊戯が主だった。折紙では
舟やら鶴やら色々のものを習った。」（５１）とあり、別の園児の回想には次のようなものもある。
開園の初日宗方保母が「
すすむ
（宗方保母の甥。儀吉の子）が積木で井戸の形を造りますから他の人達
はそれを見ていなさい。」と言われた。私はそれを見て、
「 さんは積木であんな立派な井戸の形が出来る、偉いなア」と思った（５２）
甥の は、この時すでに７歳になっており、幼稚園児の年齢を越えている。積木は、光が東京で習って
きたものを、デモンストレーションのために に教えたとも思われるが、 は東京の幼稚園に通っていた
ことがあって積木の経験が十分にあったと考えられないわけでもない。
熊本幼稚園設立のきっかけ及び経緯については同園沿革史（５３）から根本氏論文あるいは『碩台幼稚園百
年』の両方に引用されているが、以下のような内容である。
明治十九年五月ノ頃、原田寿平、市原勝次郎、田村仙次郎、野上一夫、木村善七、上田小三郎ノ諸
アヤ
有志談地方子守婦女等ノ各寺院ニ集リ、子守ヲ為シ種々ノ悪風ヲ生ジ為メニ幼稚ナル子女ノ教育ヲ愆
マルノ恐レアルヲ以テ時ノ知事富岡敬明、熊本区長松崎迪両氏ノ賛助ヲ得テ、茲ニ幼稚園ヲ設立スル
ニ至レリ、当時幼稚園ノ県下ニ未ダナカリシヲ以テ計画ニハ大イニ苦心ヲナシタリ、然ルニ宇土郡宇
（ママ）
土町ニ宗像某ナル者一民家ヲ借リ独力ヲ以テ熱心ニ二十数名ノ幼児ヲ保育シツツアル事ヲ聞キ、当時
ノ区書記中島典吾及木村善七、野上一夫、上田小三郎ノ諸有志一同宇土町ニ出張シ保育ノ実際ヲ見聞
シ益々幼児教育ノ必要ヲ感ジテ帰リ直チニ田村、原田、市原、野上、片山、上田ノ諸氏相会シテ、元
山崎小学校ノ跡ニ地ヲ卜シテ建築スルコトニ決ス。
明治十九年十二月二十七日付ヲ以テ、市原勝次郎、原田寿平、田村仙次郎、野上一夫、辛川小源次
（ママ）
ノ五名ヲ発起人総代トシテ、区立同様ノ取扱ヲ以テ幼稚園設立ノ儀ヲ区長ヘ出願セリ。
明治二十年一月二十二日知事ノ認可ヲ得新築ニ着手シ、同年六月工ヲ竣ヘ、同時ニ保育ヲ開始シ、
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（ママ）
同年七月二十三日開園式ヲ挙ゲタリ、当時保母ノ任ニアリシハ宗像某、志村タカノ二氏ニシテ幼児は
四十五名ナリ
当時、ある程度裕福な家庭では、「子育て」は、多くは貧しいため学校にも行けず家庭の躾も十分にで
きていない「子守」に丸投げしていたのである。熊本の「名士」たちは、多くの子守は「子育て」に熱意
などなく、ただ寺院などにたむろして幼子を遊ばせ、自分も遊びにふけるばかりで種々の悪風を生じてお
り、これでは幼な子の教育を誤る恐れがある、適切な幼児教育をする「幼稚園」を設けなければならない、
と気づいたのである。このことはペスタロッチやフレーベルが早くから指摘するところでもある。
熊本の「名士」たちは、幼稚園設置についてまず知事、区長に相談し、賛同を得ている。ちなみに、知
事の富岡敬明は、旧佐賀藩の支藩・小城藩の出身で藩の重職についていたが、小城藩騒動で刃傷沙汰を起
こし、死罪が言い渡されている。幸い、鍋島直正の助命により死罪は免れたが、終身禁固、家名断絶、家
屋敷田地一切没収の厳しい処分を受けている。しかし、明治２年（１８６９）には赦免となり、佐賀藩権大参
事、伊万里県権参事などを歴任し、明治５年（１８７２）、山梨県権参事となって辣腕をふるい、明治８年（１８７５）
９月、名東県権令、明治９年（１８７６）１１月には、熊本権令となって西南戦争時は、谷干城（司令長官）、
樺山資紀（参謀長・中佐）、児玉源太郎（同副長・中佐）らと熊本城に５４日間立て籠っている。その後、
熊本県令、熊本県知事となり、退任後は、山梨に住み、貴族院勅選議員、男爵となった男である。
この幼稚園は「区立同様ノ取扱ヲ以テ」設立されている。開園式には、来賓に「山地司令官、富岡知事、
川村参謀長、平山所長、山下第一部長、白木常置委員を始めとし陸軍將校県庁尋常師範中学及び医学校区
内各公私立学校の各教員諸会社有志輩等無慮二百余名」（５４）があり、熊本県の第一線にある人々が集って
大々的にお祝いしているのである。
当日、幼児たちは「祝エ祝エ」「風車」「蝶々」「見渡せば」の唱歌を歌い、次に「恩物積立并に問答」
をし、続いて「家鳩」「妄想（前村注；盲想）」の遊戯唱歌を歌い遊戯をしている。もちろん、これらは宗
方光と志村タカが指導したものといえるが、「祝エ祝エ」は『小学唱歌集初編』に、「風車」は『幼稚園唱
歌集全』に、「蝶々」は『幼稚園唱歌集全』及び『小学唱歌集初編』に、「見渡せば」は『小学唱歌集初編』
に掲載されている唱歌である。特に遊戯の「家鳩」と「盲想」は豊田芙雄の訳詞であり、明治１０年代に入っ
て間もなく東京女子師範学校附属幼稚園で取り入れられたものであるが、光が学んだ桜井女学校の幼稚保
育科でもなおこれらの唱歌や遊戯を指導していたのである。
熊本幼稚園の具体的な保育内容については、現在のところ資料は見つかっていないが、熊本幼稚園に倣っ
て、翌年の明治２１年（１８８８）１１月に設立された熊本の碩台幼稚園については、明治２６年（１８９３）１２月、東
京女子師範学校が全国５０園を調査した「公私立幼稚園要項取調表」及び「公私立幼稚園保育課目取調表」（５５）
でその保育内容の概略を知ることができる。碩台幼稚園の場合も熊本幼稚園とまったく同じく「地方子守
アヤ
婦女等ノ各寺院ニ集リ、子守ヲ為シ種々ノ悪風ヲ生ジ為メニ幼稚ナル子女ノ教育ヲ愆マルノ恐レアル」こ
とを憂えて幼稚園設置に取り掛かっていることから、両園とも保育内容についても同じようなことをやろ
うとしたのではなかろうか。同調査によると碩台幼稚園の保育課目の状況は次のとおりである（前村注；
視認し易いように取り入れているものを〇、取り入れていないものを×で示した。数字は５０園中取り入れ
ている園の数。５０園中、若松幼稚園と五條幼稚園は全てに未回答のため最高でも４８までである）。
修身話（〇・４８） 庶物話（〇・４７） 唱歌（〇・４６） 戸内遊戯（×・４７）
戸外遊戯（〇・４５） 六球（〇・１４） 三体（×・１０） 積木（〇・４８） 板排（〇・４７）
箸排（〇・４７） 鐶排（〇・３９） 畫方（〇・４４） 刺紙（×・１２） 繍紙（×・４４）
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剪紙（×・４４） 織紙（×・４５） 組紙（×・２０） 摺紙（〇・４７） 豆細工（〇・４６）
粘土細工（×・１６） 繋方（〇・４６） 讀方（×・２６） 書方（〇・２５） 計方（〇・３３）
會集（×・９） 連板（×・２） 組板（×・２） 養畜（×・１） 紙ヨリ（×・１）
体操（×・１） 排字（×・１） 組字（×・１） 紙張（×・１） 濡糸（×・１）
組紐（×・１） 手工品（×・１）
碩台幼稚園の保育課目も全体の傾向とほぼ同じであるが、戸内遊戯の質問については、碩台幼稚園にお
いては意味の取り違え等があったのかもしれない。全体にいわゆる「２０恩物」でも、六球や三体のように
乳児向きのもの、刺紙のように細かすぎるもの、連板や組板のように地味なものは、淘汰されていったよ
うであるが、基本的には依然として恩物中心の保育である。
宗方は、明治１９年（１８８６）、熊本県では最初の幼稚園となる宇土幼稚園を創立し、翌年の熊本幼稚園創
立とその維持にも大きく貢献したが、明治２３年（１８９０）４月２３日、４４歳で病死している。根本なつみは過
労も考えられるがはっきりした死因は記録にないことを記述している。宗方が保育者として活躍したのは
僅か３年余のごく短期間である。しかし、熊本県では、熊本幼稚園に続いて、明治２０年代に５園、明治３０
年代初頭に１園が設置されるなど、地方都市では類例のないほどの早さで幼稚園の数が増えている。他の
地方都市に比べて、多くの幼児たちが早々に近代保育の恩恵に浴することができるようになったのは、宗
方光の存在抜きに考えることはできない。宗方光は、活躍の期間こそ短かかったが、郷里熊本に近代保育
の黎明をもたらした最初の女性だったのである。
 海老名リンと若松幼稚園
海老名季昌とリンについては、『幕末・明治を記録した夫婦 海老名季昌・リンの日記』（５６）に詳しいが、
リンは、嘉永２年（１８４９）４月、会津藩士日向新介を父に小田垣に誕生している。７歳の時から父新介に
ついて学び、ほぼ当時の武家女子の慣例どおり１３歳から１６歳まで小田垣の神尾鉄之直の母ふさ子に裁縫を
習っている。慶応元年（１８６５）１０月、１７歳の時、海老名季昌と結婚している。季昌は、パリ万博博覧会主
席全権大使徳川昭武の名目上の随行員として渡欧し、慶応３年（１８６７）正月横浜港を出発し、同年１２月に
横浜港に戻っている。季昌らは、欧州滞在中、幕府の金で５カ月間も諸国を遊学するという贅沢な経験を
している。戊辰戦争時には、会津藩の家老として官軍と戦っているが、敗戦後は、明治元年（１８６８）から
明治５年（１８７２）まで、謹慎の身となって、細川邸、加賀邸に預けられている。謹慎が解かれると、家族
の待つ斗南へ行き、青森県庁三戸支庁に勤務するが、旧会津藩の人々の嫉妬もあって職を辞し、一家で上
京することになる。東京では、芋屋の２階を借りて季昌は漢学教授をし、リンは裁縫をするが、収入が７
円ほどしかなく、季昌の弟の学校入学経費、リンの父・日向新介の砲弾摘出手術の経費、元・家老に援助
を求めてくる旧会津藩士の世話などもあって出費が嵩むため、明治８年（１８７５）、季昌は警視庁の警部補
みちつね
となる。警視庁に職を得ると、その経歴が上司の三島通庸に買われ、三島の配下として、山形県警部、山
形県の西村山郡長、同二等属庶務課長、福島県の一等属庶務課長、同信夫郡長、同北会津郡長、同石川郡
長、警視庁警部、警視属用度課長などを歴任する。ちなみに、季昌が山形県の西村山郡長に赴任するのは、
明治１１年（１８７８）のことであるが、３年後に、同郡長として豊田芙雄の姉の夫でいとこの藤田東湖の嫡子・
藤田健が赴任している。
季昌にとって、頼みの三島も明治２１年（１８８８）１０月２３日には亡くなるため、季昌は、明治２５年（１８９２）
９月、４９歳で警視庁を辞職し、一家で若松に帰ることになる。季昌は帰若後、明治３０年（１８９７）、若松町
長となり、市制実現に尽力し、明治３２年（１８９９）、市制が実現すると市長就任が要請されるが、健康上の
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理由で辞退し、市長事務取り扱いを引き受けている。
時を戻すと、明治１９年（１８８６）１０月、季昌は警視庁警部となり、リンと娘のモトも上京するが、この上
京を期に、リンと矯風会との接触が始まり、リンは、明治２１年（１８８８）３月３日、霊南坂教会で洗礼を受
け、教会執事、日曜学校教師などを努め、東京婦人矯風会に入会することになる。海老名リンは、東京婦
人矯風会に突然現れた彗星のような存在で、明治２３年（１８９０）、浅井さくが会頭の時、会計をつとめ、明
治２４年（１８９１）、矢島楫子が会頭に返り咲いた時、副会頭に選ばれている。
それまでは、健気にただひたすら家庭を守っていたリンは、突然、社会的活動に目覚め、外出が多くな
り家事はおろそかになってしまう。元・家老の夫・季昌は、渡欧経験があり、欧州の文化に一定の理解は
あったが、妻・リンのキリスト教信仰は認めることができず、ある夜、リンに激しく棄教を迫っている。
季昌は、棄教ができなければ家を出て行けと怒鳴り、言うことを聞かなければ切り殺すとまで言っている。
しかし、リンは頑として夫の言うことを聞かず、険悪な事態を招いたが、幼い娘のモトが泣きながら二人
の間に割って入り、何とかその場は治まったという実話も残っている。明治２０年代になってもキリスト教
を「耶蘇教＝邪教」と受けとめている人は少なくなかったのである（季昌は、一家で若松に帰った後、受
洗している）。
湯浅初子から幼稚園を引き継いだ海老名リンは、机、その他恩物等無償で譲り受けたが、場所を麻布仲
町９番地に移転して開園する。ただ、開業に手間取ったため、最初は園児４名でのスタートである。園名
は海老名リン関係の文書には「共立幼稚園」とも「芝麻布共立幼稚園」とも称したとされているが、同地
域には、明治１６年（１８８３）に近藤濱らが５名連名で設立した「共立幼稚園」があり、明治１７年（１８８４）に
設立され、近藤濱が園長をつとめる「芝麻布共立幼稚園」がすでに存在しており、園名については謎が残っ
たままである。
ひき だ
いずれにしろ、リンが幼稚園を引き継いだことは事実で、保姆には勝海舟の孫の疋田輝子を雇っている。
疋田は、明治２５年（１８９２）、国木田独歩や平塚雷鳥の妹などが入院したことで知られるサナトリウム「南
こうあん
湖院」を設立した高田畊安と結婚している。したがって、疋田が保姆としてどの程度の期間働いたかは不
明であるが、クリスチャンの高田はこの時期、本郷（弓町本郷）教会に転籍しているので、高田も疋田も
古市と近い位置にいたことになる。
リンの幼稚園では保育料は榎坂幼稚園と同じ月５０銭である。園児は１２、３名ぐらいにはなったようであ
るが、家賃が７円、保姆月給が４円であるから全くの赤字である。したがって、赤字分は幼稚園経営には
賛同していた夫・季昌の収入から補填している。当時、季昌は警視庁の用度課長になっており相応の収入
はあったからである。この時点では、海老名リンの立場は古市静子とは異なり湯浅初子に近い。ただし、
リンも若松に帰ってからは幼稚園経営上様々な試練に遭遇することになる。
リンには、郷里若松に幼稚園を開業したいとの思いが強く、明治２４年（１８９１）、幼稚園を人見よね子に
譲り、正規の保姆資格を取得するために同年末頃近藤幼稚園保姆練習所に入っている。リンは、幼稚園経
営の実績があったことで、期間は１０カ月に短縮され、明治２５年（１８９２）９月、近藤濱から保姆練習科卒業
證書をもらっている。ただ、リンが保姆の資格を取得するに際し、身近な桜井女学校の幼稚保育科に入ら
ず、なぜわざわざ近藤濱の保姆練習所を選んだのか、その理由はわかっていない。ちなみに、リンが幼稚
園を譲った「人見よね子」は、明治２１年（１８８８）１１月、熊本に設置された碩台幼稚園の最初の保姆「松原
慶、中島常、人見米」中の人見米のことであろう。人見は、明治２４年（１８９１）４月、同園を退職（５７）したこ
とが記録にあり、その後上京したものと思われる。ただし、この人物について詳しいことがわかっている
わけではない。
リンが郷里若松に幼稚園を開業したいという思いを抱いたのは単純な郷土愛からだけではない。戊辰戦
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争時、会津では、緊急時に合図があれば城下士の子女らも会津若松城に入ることになっていたが、戦闘で
負傷した実父を見舞う内に遅れを生じ、リンが城にたどり着いた時にはすでに城門が閉められていたとい
う体験をしている。閉門を命じたのは夫・季昌である。結局、会津藩は敗れて、旧会津藩士やその家族は
下北半島の斗南に追いやられ、リンも塗炭の苦しみを味わうことになるが、この経験が根底にあって、リ
ンの中ではいつか会津復興のために力を尽くしたい、という思いが温められ、信仰によってさらにそれが
強固なものとなったのである。
福島県では、明治１８年（１８８５）１１月１日、福島小学校附属幼稚園が設置され、上島斎を園長、東京女子
師範学校卒業生の岡都を福島小学校二等訓導兼幼稚園保姆に任命し開業している。この幼稚園は、明治２４
年（１８９１）、経営が草野嘉右衛門の手に移って私立となり、さらに、明治２６年（１８９３）４月、鈴木孝四郎
の手に渡るが、明治３０年（１８９７）４月には、町立福島第二尋常高等小学校附属幼稚園となっている。明治
３８年（１９０５）園舎の改築が完成し、明治４０年（１９０７）４月１日、市制施行により市立となっている（５８）。こ
れが福島県最初の幼稚園である。
明治２６年（１８９３）４月４日、リンは北会津郡若松町甲賀町時報堂跡隣に私立若松幼稚園（現在の学校法
人若松第一幼稚園）を創立する。この幼稚園は、発足時園児は８名、５月１２名、６月２２名、やがて４２名と
なったとされている（５９）。
発足時点の保育料は月１５銭だったが地方の私立幼稚園としても驚くほど低い金額である。おそらく、当
時の会津の住民はいまだ経済的に困窮しており、５０銭や１円の保育料では、子どもを幼稚園に通わせるこ
とは難しかったのであろう。リンとしては保育料を安くすることで経済的に苦しい家庭の子どもにも幼児
教育の場を与えたかったのだと思われる。当然、発足当初は赤字経営である。資格を持った保姆はリン１
名のみで、リンの他に保姆見習いあるいは保姆手伝い１名を置いており、彼女らの月給は、月１円５０銭、
無給、月２円など雇う人によって異なっていたが、いずれにしてもかなりの低額である（６０）。
先に触れた明治２６年（１８９３）１２月の東京女子師範学校による全国５０園調査は、若松幼稚園創設８カ月後
であるが、同園もその対象となっているため、当時の園の基本的データを知ることが可能である。若松幼
稚園については、園児はこの時点で男４４、女１６、計６０となっており、同年、「廿六年中入園幼児数」は６２、
「廿六年中退園幼児数」は２となっている（設立されたばかりで卒園によるまとまった退園者はない）。
ここでは保育料は月２０銭となっており、当初の１５銭をようやく５銭値上げしたようである。同園の保育科
いたならべ
目中幼児が最も好むものは「畫方」「積木」とあり、保育科目中幼児の好まざるものとして「板排」があ
る。保姆は、有資格者１、無資格者１で、年齢は、最長（リン）が４５歳１０カ月、最少（見習い）が２４歳７
カ月となっている。俸給月額は、ここでは最高が４円、最低が３円となっているが、これは建前の回答で
あろう。建物坪数は４０坪で、全体平均の５２坪を下回るが、敷地は平均１９４坪をはるかに上回る１０００坪となっ
ている。この数値は５０園中トップであるが広すぎるようにも思われるのでミスの可能性もないではない。
リンは熱心なクリスチャンであったが、具体的な保育活動の場面においては、それを前面に出すことは敢
えてしていない。これは古市の場合と同じ経営上の問題からであろう。
明治２８年（１８９５）当時の保育内容として、説話、行儀、手技、唱歌、遊戯があり、保育の流れは、登園、
挨拶、整列、遊戯室－唱歌となっており、近藤濱に教えられた内容を基にしていたことがわかるが、明治
２６年（１８９３）の調査において、２０恩物等の各項目の実施状況は無回答である。当初、これらの準備は不十
分であったとも思われるし、その後の記録も明確性を欠くが、明治２０年代には一応次のような保育課目は
取り入れていたようである。
積木 板並べ（板排） 箸環並べ（箸排・環排） 縫取 剪紙 摺紙 豆細工 織紙 畫方（画き方）
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画き方については、石盤や白紙、鉛筆等が用いられ、各組思うままに随意に描かせることとしたとある
のは、明治３０年代以降のことかと思われるが、若松幼稚園でも園児たちは小学校のような「臨画」方式に
は早くから馴染まなかった模様である。唱歌では「家鳩］「我が子よかれ」などが歌われたという記述が
残っている。
リンの幼稚園経営は意欲的で、明治２７年（１８９４）４月、川原町鈴木やす方を借り、保姆に原田いそを雇っ
て第一分園を設けている。ここでは園児が思うように集まらず赤字となったため、翌年、桂林寺町に移し
て、園児３０名を集めて再開している。第一分園はその後栄町に移り、栄町分園と称しているが、栄町以後
も、大正３年（１９１４）、当麻町へ移り、昭和５５年（１９８０）、現在地へと移っている。これが現在の若松第二
幼稚園である。さらに、リンは、明治３８年（１９０５）１０月２３日、材木町宮森米店の蔵座敷を借りて、園児４０
名、保姆見習い２名で第二分園を開園している。
また、リンは、明治２６年（１８９３）７月１２日、幼稚園の建物の一部を使って私立若松女学校を設立してい
る。最初の生徒は４名であるが、リンの理想は高邁であり「我若松の如きは県下の大市にして、会津尋常
中学校なるものありて、男性の為に設けられて既に久し。然るに未だ嘗て女子のために何等の計画あるを
聞かず。これ実に男性に厚して女子に薄しというべし。豈地方の欠点ならずや。」と断じて、若松女学校
を興す所以を述べ、その目的を「徒に空理に馳するが如きを避け、勉めて有用の学を授け良妻賢母たるに
適する女性を陶冶し、兼ねて地方女性の弊風を掃蕩し、女性たるの品位を進め、東洋古来の国粋と西洋近
時の神髄とを、併せ有せしめんことを期するにあり。」と高らかに謳っている（６１）。
ここでも明確にキリスト教主義を前面に打ち出しているわけではないが、キリスト教信仰に裏付けられ
た男女平等感を見ることはできる。リンの場合も、キリスト教では人間はみな等しく神の子であり、男女
の違いも、貧富の差も、職業の違いもなく平等であるということを根底に置いていることは明らかである。
そこから幼児教育と女子教育の重要性も引き出されてくるのである。
リンの家族とキリスト教との関係に触れておくと、明治３２年（１８９９）、家族では母・まつが最初に洗礼
を受け、次に、明治３３年（１９００）、娘・モトが受洗し、明治３６年（１９０３）２月２２日、キリスト教を毛嫌い
していた夫・季昌が受洗している。また、モトの夫・磐生も受洗し、家族そろってキリスト教信者となっ
ている。特に季昌の受洗はリンにとって無上の喜びだったようである。
リンの会津女子校は、明治２７年（１８９４）、私立会津技芸学校を吸収合併し、翌年、会津女学校と改称し
ている。リンは、これを高等女学校とするつもりであったが、経営の厳しさもあって、明治３６年（１９０３）、
会津市へ移管することになり、リンの期待とは異なり会津市立女子技芸学校となっている。会津市立女子
技芸学校は、明治４２年（１９０９）、リンが望んでいた「福島県立会津高等女学校」（後、福島県立会津女子高
等学校。現・福島県立葵高等学校）となるが、この年４月２０日、リンは肺結核で死去している。６１歳であっ
た。
リンは亡くなる前の年、明治４１年（１９０８）１月、娘・モト（２６歳）に園主を譲ったが、病魔と戦いなが
ら最期まで幼稚園経営のことを気にかけている。若松に帰郷してからの海老名リンは幼児教育と女子教育
の世界で活躍を続けるが、リンの苦闘は経営上の問題だけでなく、常に病気との闘いが付随している。ま
だ特効薬のなかった結核との戦いである。古市静子と同様に、幼稚園経営と病魔との戦いの中で、常にひ
たむきに生き続けた海老名や古市を支えたのはキリスト教信仰の力であったと思われる。
会津若松市には、平成２３年（２０１１）現在、市立４園、私立１５園の合計１９園の幼稚園がある。会津若松の
幼稚園はリンが蒔いた一粒の種に始まっている。これらの幼稚園の内海老名リンが創設した幼稚園は私立
若松第一幼稚園、若松第二幼稚園、若松第三幼稚園として存続している。
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３ むすびに代えて
わが国の近代幼児教育を担った女性に共通するのは、順風満帆の生涯を送った人はむしろ稀であるとい
う事実である。彼女らの苦闘の根底にあるものの一つは病魔との闘いを余儀なくされているということが
あり、場合によっては、志半ばで早世することも少なくなかったということである。古市や海老名は常に
結核に悩まされ、宗方は幼児教育者となって、僅か３年ほどで病没している。これは医学、衛生学の未発
達によるものであるが、古市静子もこの時代的限界から免れることができなかった女性の一人である。
また、もう一つに彼女らは誰もが、未だ色濃く残っていた封建的な女性蔑視の風潮と闘い続けなければ
ならなかったということがある。古市静子も宗方光も海老名リンも同様である。古市と友人、知人の関係
にあった荻野吟子、松本荻江、矢嶋楫子の場合も同じである。唯一の救いは彼女らが学問、教育こそ女性
を解放する一つの手段だと直感していたことである。しかも、教育は男であれ女であれ幼児期から始める
べきだという信念を抱いていたのである。また、古市、湯浅、吉田、海老名らを共通に支えたものはキリ
スト教であった。宗方光の場合は洗礼を受けていたかどうかは不明であるが、わざわざ桜井女学校の幼稚
保育科を選び学んだことから見れば、キリスト教の影響を受けていて当然であろう。彼女らは、神の前で
は、男女の差も、大人と子どもの差も、貧富の差もなくみな平等であるという考えが、自分を救い、社会
を救うものになると信じたのである。こういう考えを持った女性が幼児教育者となったのは子どもらに
とっては幸いであったと思うし、古市静子はその代表的な女性の一人である。
ミリケン来日後の桜井女学校附属幼稚園や、ミス・ポートル、吉田鉞による英和幼稚園などの場合を除
いて、古市、湯浅、宗方、海老名の幼稚園ではなぜキリスト教主義を前面に出さなかったのかという問題
は残るが、教団や大きな組織のバックアップがない個人立の幼稚園の場合は、当時の社会状況では、経営
的に、キリスト教主義を前面に打ち出さなかったのではなく、打ち出せなかったと見るべきであろう。た
だ、たとえば古市が人を信じ、人を愛し、特に幼児教育について人一倍責任感を持ち、常に幼児教育に心
を砕いていた背景にキリスト教信仰があったことは見過ごすことはできない。保育においてキリスト教主
義を前面に出さなくても、言動の端々にキリスト教の影響が滲み出ていたことは、古市をはじめ、湯浅、
海老名、宗方の保育の実際を見れば明瞭である。
古市及び古市周辺の保育者たちが私立の幼稚園を立ち上げた時代は、直訳式の２０恩物時代からは脱しつ
つあったとはいえ、未だ恩物中心の保育であったことも特徴的である。幼児教育の方法が根本的に変わる
のはいま少し後のことである。
第二期、第三期の保育者群像の中でも、古市静子ほど試練に満ち、波乱に満ちた人生を送った人は珍し
いといえる。しかし、古市静子の周辺には、常に人格的にも社会的にも第一級の先輩、友人、後輩がいて
彼女の活動を支援していたし、そして何よりも、たとえ押し潰されそうな試練に襲われても古市は敬虔な
信仰を持つことで希有な保育者人生を生き抜くことができたのである。
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